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民
族
差
別
を
あ
お
る
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
（
憎
悪
表
現
）
の
抑

止
策
を
検
討
し
て
い
る
大
阪
市

の
橋
下
徹
市
長
は
３
日
、
差
別

的
な
発
言
を
受
け
た
被
害
者
が

民
事
訴
訟
を
起
こ
す
場
合
、
市

が
訴
訟
費
用
を
全
額
負
担
す
る

支
援
制
度
の
創
設
を
目
指
す
と

表
明
し
た
。
同
日
、
学
識
経
験

者
ら
に
よ
る
市
の
人
権
施
策
推

進
審
議
会
に
制
度
設
計
に
つ
い

て
諮
問
し
た
。

橋
下
氏
は
、
市
役
所
で
記
者

団
に
、
「
表
現
の
自
由
を
徹
底

し
て
保
障
し
よ
う
と
い
う
枠
組

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
訴
訟
支
援

橋
下
市
長
費
用
負
担
制
度
化
を
検
討

立
命
館
大
は
３
日
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
（
発

光
ダ
イ
オ
ー
ド
）
照
明
の
明
る
さ

を
特
定
の
パ
タ
ー
ン
で
変
化
さ
せ

る
と
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
内
蔵
の

カ
メ
ラ
機
能
が
停
止
す
る
シ
ス

テ
ム
を
開
発
し
た
と
発
表
し
た
。

ス
マ
ホ
で
の
盗
撮
防
止
が
狙
い

で
、
立
ち
読
み
で
本
を
無
断
撮
影

す
る
「
デ
ジ
タ
ル
万
引
き
」
の
撃

退
に
も
効
果
が
期
待
で
き
る
と

い
う
。同

大
学
理
工
学
部
の
熊
木
武
志

さらば関大天六キャンバスス
マ
ホ
盗
撮
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
撃
退

来月取り壊し
夜
間
学
生
４
万
棚
人
巣
立
つ

イ
ベ
ン
ト
に
は
地
元
関
係
者

を
含
む
約
３
５
０
人
が
出
席
。

池
内
啓
三
・
関
西
大
理
事
長
は

「
学
生
た
ち
の
活
気
に
あ
ふ
れ

み
が
あ
る
中
で
、
行
政
、
公
権

力
が
差
別
的
表
現
か
ど
う
か
を

判
断
す
る
の
は
危
険
だ
」
と
指

摘
。
支
援
制
度
の
狙
い
に
つ
い

厚
生
労
働
省
な
ど
は
３
日
、

デ
ン
グ
熱
の
国
内
感
染
者
が
、

北
海
道
や
岡
山
県
な
ど
で
こ
の

日
新
た
に
吃
人
確
認
さ
れ
た
と

発
表
し
た
。
い
ず
れ
も
８
月
上

旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
東
京
・

代
々
木
公
園
や
そ
の
周
辺
に
立

長
く
夜
間
部
が
置
か
れ
、
勤
労
学
生
が
学
ん
だ
関
西
大
天

六
キ
ャ
ン
パ
ス
（
大
阪
市
北
区
）
が
、
佃
月
上
旬
に
取
り
壊

さ
れ
る
。
３
日
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
、
卒
業
生
ら
が

勉
学
に
励
ん
だ
日
々
に
思
い
を
は
せ
、
校
舎
と
の
別
れ
を
惜

し
ん
だ
。

大
阪
桐
蔭
・
西
谷
監
督
ら
出
身

釈

プ
ン
グ
熱
咄
人
に

一

講
師
亀
子
情
報
工
学
）
ら
が
開
発

熱

罐
皿
畦
呼
暇
睡
建
確
撮
鍛
唾
計
醒
燗
一

錘
至

る
。
専
用
の
ア
プ
リ
を
入
れ
た
ス
が

マ
ホ
で
カ
メ
ラ
を
使
う
と
、
画
面
大

液
轌
窄
位
癖
轌
祢
崖
釦
擁
池
溶
嘩
齢
睡
塞
冒
恥
錘
註
銅
脆
奉
個
鑑
癖
討
評
唾
蓉
幟
副
璋
反
を
防
げ
承

す
る
。明

る
さ
の
強
弱
を
檮
号
パ
タ
ー
照
明
変
化
ざ
せ
カ
メ
ラ
停
止

ン
と
し
て
認
識
・
制
御
す
る
仕
組
”

｜

’

一
疵
雪
喬
』
が
塞
唾
》
蔀
雄
奉
苛

の
拠
点
と
し
て
の
伝
統
を
、
今

後
も
引
き
継
い
で
い
き
た
い
」

一
と
述
べ
た
。

一
天
六
キ
ャ
ン
パ
ス
は
１
９
２

’
９
年
の
開
設
で
、
仕
事
と
両
立

一
岬
碑
函
劃
華
岬
蓉
郵
稚
卦
藷
泣

一
一
錠
和
函
罷
奉
睦
恥
輌
少
誌
塞
岬

一
キ
ャ
ン
パ
ス
（
大
阪
府
吹
田
市
）

｜
に
移
っ
た
が
、
そ
れ
ま
で
の
鮪

一
年
間
で
約
４
万
７
０
０
０
人
が

巣
立
っ
た
。

前
神
戸
市
長
の
矢
田
立
郎
さ

》
校
舎
が
取
り
壊
さ
れ
る
関
西
大

▲
天
六
キ
ャ
ン
パ
ス
（
３
日
、
大

》
阪
市
北
区
で
）
Ⅱ
里
見
研
撮
影

て
、
》
「
司
法
の
場
で
解
決
を
図

る
こ
と
で
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

を
抑
え
込
む
こ
と
が
で
き
る
」

と
述
べ
た
。
審
議
会
の
答
申
を

踏
ま
え
、
条
例
化
な
ど
を
進
め

る
。
橋
下
氏
は
、
支
援
制
度
の

対
象
と
す
る
か
ど
う
か
は
、
別

の
第
三
者
委
員
会
を
設
け
て
判

断
す
る
意
向
も
示
し
た
。

ち
寄
っ
て
い
た
。
約
和
年
ぶ
り

の
国
内
感
染
が
分
か
っ
た
先
月

お
日
以
降
、
感
染
者
の
確
認
は

吃
都
道
府
県
で
計
岨
人
に
達
し

た
。

同
省
に
よ
る
と
、
北
海
道
、

東
京
、
山
梨
、
岡
山
の
４
都
道

岡
山
な
ど
で

新
た
に
吃
人 【ゴ ⑰

盗
撮
防
止
シ
ス
テ
ム
の

イ
メ
ー
ジ

〃
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

光
に
反
応
し
カ
メ
ラ
停
止

の
後
の
市
長
の
仕
事
に
も
生
き

た
」
と
振
り
返
る
。

今
夏
の
全
国
高
校
野
球
選
手

権
大
会
で
大
阪
桐
蔭
を
４
度
目

の
優
勝
に
導
い
た
西
谷
浩
一
監

り
の
学
生
も
学
び
た
い
と
い
う

意
欲
に
満
ち
て
い
た
。
生
徒
に

は
、
受
け
身
に
な
ら
ず
、
自
ら

考
え
て
行
動
す
る
よ
う
教
え
て

い
る
」
と
話
す
。

天
六
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
夜
間

部
の
移
転
後
、
社
会
人
向
け
講

座
の
開
催
な
ど
に
活
用
さ
れ
て

い
た
。
校
舎
の
解
体
後
は
マ
ン

シ
ョ
ン
が
建
設
さ
れ
る
予
定
。

一
方
、
関
西
大
は
２
０
１
６
年

８
月
、
利
便
性
の
高
い
阪
急
梅

田
駅
近
く
に
、
社
会
人
が
大
学

院
の
科
目
を
受
講
で
き
る
サ
テ

ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
を
新
設
す

る
方
針
だ
。

鱈
蝿
鮮
》
蕊
溌
識
一

員
に
な
っ
て
か
ら
天
六
へ
通
う

よ
う
に
な
っ
た
。
「
社
会
情
勢

に
応
じ
て
法
や
制
度
を
解
釈
す

る
と
い
う
考
え
方
を
学
び
、
そ

県
の
川
歳
代
ｊ
ｍ
歳
代
の
男
女

ｎ
人
。
岡
山
県
倉
敷
市
が
２
日
、

感
染
の
疑
い
が
あ
る
と
発
表
し

た
東
京
在
住
の
加
歳
代
男
性

も
、
感
染
が
確
認
さ
れ
た
。
男

性
は
市
内
の
実
家
に
帰
省
中
だ

っ
た
。
こ
の
川
人
に
加
え
、
千

葉
市
が
Ⅶ
歳
代
男
性
１
人
の
感

染
を
発
表
し
た
。

い
ず
れ
も
容
体
は
安
定
し
て

お
り
、
既
に
退
院
し
た
人
も
い

る
と
い
う
。

京
都
府
警

京
都
府
警
宇
治
署
の
卵
歳
代

の
男
性
警
部
補
が
職
場
の
懇
親

会
後
に
飲
酒
運
転
し
た
と
さ
れ

飲
酒
運
転
警
部
補

書
類
送
検
の
方
針

1
光

、
、0

つ

’

行
う
犯
罪
者
が
自
ら
ア
プ
リ
を
導

入
す
る
こ
と
は
期
待
で
き
な
い
た

め
、
メ
ー
カ
ー
に
は
製
造
段
階
で

機
能
を
内
蔵
す
る
よ
う
働
き
か
け

る
こ
と
も
検
討
す
る
。

熊
木
講
師
は
「
ス
マ
ホ
カ
メ
ラ

の
シ
ャ
ッ
タ
ー
音
を
消
す
ア
プ
リ

が
登
場
す
る
な
ど
盗
撮
は
悪
質
、

巧
妙
化
し
て
い
る
。
普
及
が
進
む

市
販
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
用
い
る
た

め
、
応
用
す
れ
ば
盗
撮
以
外
の
様

々
な
マ
ナ
ー
違
反
を
防
げ
る
」
と

話
し
て
い
る
。

一
霊
迂
い
る
の
を
１
１
０
番
さ
れ

新
間
協
会
賞
決
ま
る

日
本
新
聞
協
会
は
３
日
、
今

年
度
の
新
聞
協
会
賞
と
第
訓
回

新
聞
広
告
賞
を
発
表
し
た
。
受

賞
者
は
次
の
通
り
。

八
新
聞
協
会
賞
Ｖ

◇
編
集
部
門
▽
朝
日
新
聞
社

「
徳
洲
会
か
ら
猪
瀬
直
樹
。
前
東
京

都
知
事
へ
の
５
０
０
０
万
円
提
供
を

め
ぐ
る
一
連
の
ス
ク
ー
プ
」
と
関
連

報
道
▽
河
北
新
報
社
潮
路
は
る
か

に
慶
長
遣
欧
使
節
船
出
帆
４
０
０

年
▽
毎
日
新
聞
東
京
本
社
「
太
郎

さ
ん
」
な
ど
認
知
症
の
身
元
不
明
者

ら
を
巡
る
「
老
い
て
さ
ま
よ
う
」
の

一
連
の
報
道
▽
福
島
民
報
社
東
日

本
大
霞
災
。
東
京
電
力
福
島
第
一
原

発
事
故
原
発
事
故
関
連
死
不
条

理
の
連
鎖
▽
信
濃
毎
日
新
聞
社

「
温
か
な
手
で
Ｉ
出
産
を
支
え
る
社

会
へ
」
（
連
載
企
画
、
関
連
特
集
・

記
事
、
読
者
参
加
の
学
習
会
・
フ
ォ

る
問
題
で
、
府
警
は
４
日
に
も

警
部
補
を
道
交
法
違
反
（
酒
酔

い
運
転
）
容
疑
で
書
類
送
検
し
、

懲
戒
処
分
す
る
方
針
を
固
め

た
。
呼
気
検
査
で
基
準
値
の
３

倍
の
ア
ル
コ
ー
ル
分
が
検
出
さ

れ
て
お
り
、
府
警
は
起
訴
を
求

め
る
「
厳
重
処
分
」
の
意
見
を

付
け
る
。

捜
査
関
係
者
に
よ
る
と
、
警

部
補
は
７
月
型
日
夜
、
京
都
市

下
京
区
内
で
、
酒
に
酔
っ
た
状

態
で
マ
イ
カ
ー
を
運
転
し
た
疑

い
が
あ
る
。

警
部
補
は
同
夜
、
府
警
の
懇

親
会
場
や
飲
食
店
で
飲
酒
。
そ

の
後
、
車
を
運
転
し
た
と
み
ら

れ
、
幹
線
道
路
で
車
を
止
め
て

厚
生
労
働
省
は
３
日
、
今
年

６
月
時
点
で
生
活
保
護
を
受
け

た
世
帯
が
前
月
よ
り
１
３
２
１

世
帯
増
え
て
１
６
０
万
４
４
１

４
世
帯
と
な
り
、
過
去
最
多
を

更
新
し
た
と
発
表
し
た
。
受
給

者
数
は
、
前
月
比
１
０
１
２
人

減
の
２
１
５
万
８
８
４
０
人
だ

生
活
保
護
最
多

Ⅲ
万
州
世
帯
に

く
る
世
界
遺
産
が
あ
り
ま
す
。
』
▽
０
周
年
記
念
『
家
族
の
は
な
し
』
▽

近
畿
大
学
元
旦
宣
言
広
告
「
固
定
中
国
新
聞
社
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｌ
舞
Ｈ

概
念
を
、
ぶ
つ
壊
す
。
」
▽
サ
ン
ト
ー
Ｒ
ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
～
地
元
紙
に
よ
｝

１
ラ
ム
を
中
心
と
す
る
キ
ャ
ン
ペ
上
役
窄
概
離
鶏
別
削
餓
奄
一

ン
）

（
”

溌
輌
臓
認
鐸
礁
蝿
識
一
京
都
市
美
術
館
、
京
都
市
勧
業
館

オ
）
」
構
築
；
ク
ラ
ウ
ド
の
フ
ル
活
《
震
示
内
登
▽
美
術
館
Ⅱ
》
【
｝

用
で
一
括
更
新
雲
ロ
メ
デ
ィ
ア
時
役
興
重
事
以
さ
、
読
売
大
》
０

代
の
編
集
シ
ス
テ
ム
確
立

◇
経
営
。
業
務
部
門
▽
福
島
民
報
謬
鐡
騨
糊
辨
騨
澗

湘
新
浄
華
興
澤
稚
弄
諦
誼
暑
鐸
翫
幅
館
Ⅱ
役
員
（
常
任
総
務
以
上
、
一
展

一
・
つ
な
ぐ
。
ふ
く
ど
プ
ロ
ジ
ェ
ク
幹
弩
評
議
皇
と
、
特
選
一
福

一
ト
ー
新
聞
が
動
く
、
地
域
が
変
わ
る
秀
逸
、
会
友
、
入
選
作
品
。
～
《

コ
ウ
ノ
ト
リ
支
局
の
挑
戦
ｌ

◇
広
告
主
部
門
夫
獲
▽
集
英
社
血
路
Ｏ
唾
鈷
評
鯏
繍
道
緬

八
新
聞
広
告
糞
Ｖ

『
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
』
コ
ミ
「
行
く
ぜ
、
東
北
。
」
一
同

ツ
ク
ス
３
億
冊
突
破
記
念
キ
ャ
ン
ペ
◇
新
闘
社
企
画
部
門
▽
河
北
新
報
Ｉ

－
ン
ヨ
ッ
ボ
ン
縦
断
！
Ｏ
Ｐ
Ｊ
卿
社
３
．
Ⅲ
大
窪
災
復
興
支
援
企
画
一
Ｔ

ク
ル
ー
ズ
」
。
み
や
き
風
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
▽
Ｆ
野
一

◇
広
告
主
部
門
▽
味
の
素
『
和

食
は
、
和
色
で
、
で
き
て
い
る
。
』

『
日
本
に
は
、
お
母
さ
ん
が
毎
日
つ

｜
と
艤
誰
痙
叩
註
鍔
生
が
審
査
員
を
務

っ
た
。

世
帯
別
（
一
時
的
な
保
護
停

止
を
除
く
）
で
は
、
砧
歳
以
上

の
高
齢
者
世
帯
が
拓
万
３
０
５

５
世
帯
で
全
体
の
約
半
数
を
占

め
、
前
年
６
月
比
で
約
４
万
世

帯
増
え
た
。
受
給
耆
数
が
減
る

一
方
で
、
受
給
世
帯
が
増
え
た

要
因
に
つ
い
て
、
同
省
は
「
高

齢
者
の
単
身
世
帯
が
増
え
た
た

め
で
、
こ
の
傾
向
は
今
後
も
続

く
」
と
み
て
い
る
。

抜
い
た
８
組
が
出
場
。
手
賀
沼
さ
ん

は
雰
茂
の
酢
の
物
」
と
い
っ
た
回

文
を
、
と
ぼ
け
た
味
わ
い
の
イ
ラ
ス

ト
を
表
示
し
な
が
ら
歌
い
、
場
内
を

沸
か
せ
た
。
ネ
パ
ー
ル
生
ま
れ
。
早

稲
田
大
時
代
に
は
、
タ
レ
ン
ト
の
小

島
よ
し
お
さ
ん
ら
と
お
笑
い
サ
ー
ク

内
の
同
社
で
あ
り
、
手
賀
沼
ジ
ュ
ン

さ
ん
（
弱
）
Ⅱ
写
真
Ⅱ
が
優
勝
し
た
。

１
０
６
９
組
か
ら
、
予
選
を
勝
ち

リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
休
肝
日
ろ
伝
統
芸
能
の
保
存
と
伝
承
～
▽
西
一

の
断
り
技
四
十
八
手
▽
ト
ヨ
タ
マ
ー
曰
本
新
聞
社
わ
が
ま
ま
写
真
館
▽
一

ケ
テ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
Ｄ
Ｒ
Ｉ
Ｖ
中
日
新
聞
社
・
中
部
経
済
新
聞
社
・
’

め
る
「
Ｍ
Ｂ
Ｓ
漫
才
ア
ワ
ー
ド
」
も

主
催
し
て
い
た
が
、
昨
年
で
終
了
し
、

お
笑
い
コ
ン
テ
ス
ト
は
「
歌
ネ
タ
ー

ー
」
に
一
本
化
す
る
。

命
歌
ネ
タ
王
に
手
賀
沼
さ
ん

●
庫

I

■
頚『

」

細
那
叶
や
》
癖
幟
一

音
楽
を
生
か
し

た
笑
い
を
競
う
毎

日
放
送
の
「
歌
ネ

タ
王
決
定
戦
２
０

h

曲竺|!』9, i

命伊勢神宮へ典子さま結婚奉告

高円宮妃久子さまと次女の典子さ
まが3日、典子さ まの結婚の奉告の

ため、伊勢神宮（三重県伊勢市）の
内宮（ないくう）、外宮（げくう）
を参拝された。白いロングドレス姿

のお二人は、内宮 で は 神 職 の 先 導 で

参道を歩かれ、神宮の職員や居合わ
せた参拝耆力r見守った＝写真＝･

典子さまと出璽大社（島根県出雲
市）神職、千家国麿（せんげ。＜に
まる）さんの結婚式は、10月5日に
行われるo

爺
Ｊ
Ｒ
バ
ス
が
格
安
切
符

西
日
本
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス
は
３

日
、
開
業
卵
周
年
を
記
念
し
、
大
阪

・
京
都
Ｉ
東
京
間
の
Ｊ
Ｒ
扇
速
バ
ス

が
３
日
間
乗
り
放
題
に
な
る
特
別
切

符
（
５
０
０
０
巴
を
吃
臼
か
ら
販

売
す
る
と
発
表
し
た
。
対
象
と
な
る

便
は
如
月
１
日
；
来
年
２
月
お
臼
、

「
東
海
道
昼
特
急
号
」
「
中
央
適
昼

特
急
号
」
「
青
春
昼
特
急
号
』
で
、

販
売
枚
数
は
毎
月
卵
枚
。

ま
た
、
大
阪
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・

ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
（
Ｕ
Ｓ
Ｊ
）

ｌ
名
古
屋
間
に
つ
い
て
、
旧
月
訓
臼

ま
で
の
期
間
一
部
の
座
席
で
運
貨

を
半
額
の
片
道
１
５
０
０
～
１
５
５

０
円
に
す
る
。
同
社
は
１
９
６
４
年

㈹
月
５
日
、
神
戸
ｌ
名
古
屋
間
で
高

速
バ
ス
の
運
行
を
始
め
た
。

ズ
』
Ｂ
い
の
釦
、

｜
表
数
３
５
７
媚
仰
”

ぜ
、
廷
翼
１
４
１
Ｊ

新
聞
社
宇
都
宮
餃
子
獺
髭
耀
岡
本

一
奪
還
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
▽
信
濃
毎
日

新
聞
社
信
濃
毎
日
新
聞
創
刊
１
４

第3966回ナンパーズ

（3日夕公表）

（）は当選口数
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展
示
内
容
】
▽
美
術
館
Ⅱ
》
【
『

役
風
（
理
事
以
上
）
、
読
売
大
》
０
《

糞
、
準
大
糞
、
新
聞
社
糞
、
俊
一
校

英
糞
、
奨
励
糞
の
作
品
▽
勧
業
一
一

館
Ⅱ
役
員
（
常
任
総
務
以
上
、
一
展

幹
事
、
評
議
員
）
と
、
特
選
、
一
福

秀
逸
、
会
友
、
入
選
作
品
、
～
（

第
訓
回
読
売
書
汁

近
畿
６
府
県
と
福
井
県
の
入
賞
、
『

役
員
の
新
作
な
ど
約
４
４
０
０
点
童

９
月
旧
日
（
水
）
～
艸
日
（
日
）

京
都
市
美
術
館
、
京
都
市
勧
業
館

I
F

’ ストレートO
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滋
賀
県
は
、
原
発
事
故
対
策

で
専
門
家
の
知
見
を
得
る
「
原

子
力
防
災
専
門
会
議
」
の
初
会

合
を
３
日
、
大
津
市
の
県
庁
で

開
い
た
。
県
は
、
年
内
に
策
定

す
る
初
動
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
な

ど
へ
の
意
見
を
求
め
た
が
、
各

委
員
か
ら
は
、
妊
婦
と
子
ど
も

の
優
先
的
な
避
難
や
専
門
知
識

を
有
す
る
職
員
の
育
成
な
ど
、

事
故
対
策
全
般
に
わ
た
っ
て
幅

広
い
意
見
が
出
た
。

|ま
ス
マ
ー
ト
フ
オ
ン
や
携
帯
電
話
の
カ
メ
ラ

機
能
に
よ
る
盗
撮
を
防
止
す
る
シ
ス
テ
ム

を
、
立
命
館
大
理
工
学
部
の
熊
木
武
志
講
師

の
グ
ル
ー
プ
が
開
発
し
た
。
専
用
の
発
光
ダ

イ
オ
ー
ド
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
照
明
か
ら
出
る
光
の

微
小
な
強
弱
を
ス
マ
ホ
に
搭
載
し
た
ソ
フ
ト

で
感
知
し
、
カ
メ
ラ
機
能
を
使
え
な
く
さ
せ

る
仕
組
み
。

メ
ー
カ
ー
が
ス
マ
ホ
に
ソ
フ
ト
を
組
み
込

ん
だ
上
で
、
盗
撮
被
害
の
多
い
階
段
や
書
店

な
ど
に
専
用
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
す
る
こ
と
を
想

定
す
る
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
は
、
光
の
強
弱
を
制
御
し
や

す
く
、
特
定
の
信
号
を
作
り
出
せ
る
。
グ
ル

ー
プ
は
、
人
に
は
分
か
ら
な
い
ほ
ど
の
光
の

強
弱
を
周
期
的
に
作
る
装
置
と
、
そ
の
信
号

を
検
出
す
る
ソ
フ
ト
を
作
っ
た
。

シ
ス
テ
ム
で
は
、
装
置
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に

自
民
党
県
連
の
佐
野
高
典
幹
事
長
は
「
経
済

再
生
や
予
算
編
成
を
踏
ま
え
て
重
要
閣
僚
を
留

任
さ
せ
ぬ
落
ち
着
い
た
内
閣
改
造
に
な
っ
た
」

と
評
価
。
湖
国
出
身
の
有
村
治
子
氏
の
女
性
活

躍
担
当
相
起
用
に
も
「
子
育
て
支
援
や
女
性
の

社
会
進
出
に
も
熱
心
で
、
適
材
適
駈
と
歓
迎

し
た
。
党
役
員
人
事
で
は
「
来
春
の
統
一
地
方

選
を
前
に
経
験
豊
か
な
人
が
要
職
を
占
め
、
安

定
感
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

公
明
党
県
本
部
の
梅
村
正
代
表
も
「
『
安
定

・
実
行
内
閣
』
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
、
国
民
に

安
心
し
て
も
ら
え
る
布
陣
だ
。
経
済
再
生
は
道

半
ば
で
、
超
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
や
外
交
で

も
正
念
場
を
迎
え
る
中
、
一
致
団
結
し
て
成
果

を
挙
げ
、
国
民
の
信
頼
に
応
え
て
ほ
し
い
」
と

期
待
感
を
強
め
た
。
‐

民
主
党
県
連
の
今
江
政
彦
幹
事
長
は
「
集
団

第2次安倍改造内閣が発足した3

日、滋賀県内の各政党では、自民党

と 公 明 党 が 課 題 解 決 へ 安 定 性 の あ る

布陣と評価する一方､野党からは｢な

ぜ内閣改造に踏み切ったのか」「国

民との矛盾がさらに深まる」などと

批判や疑問が相次いだ。

妊
婦
、
子
の
避
難
優
先
を
口

第
２
次
安
倍
改
造
内
閣

原
発
事
故
対
策
専
門
家
ら
県
に
意
見

安 専
門
会
議
は
、
県
の
事
故
対

策
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
、

昨
年
度
の
「
地
域
防
災
計
画
見

直
し
検
討
会
議
」
と
「
専
門
家

会
毒
を
統
合
し
て
新
た
に
立

ち
上
げ
た
。
防
災
、
原
子
力
工

学
、
医
療
の
大
学
研
究
者
と
福

祉
関
係
者
ら
８
人
で
構
成
し
、

県
の
対
策
に
専
門
的
な
見
地
か

ら
意
見
す
る
。

初
会
合
で
は
、
林
春
男
・
京

都
大
防
災
研
究
所
巨
大
災
害
研

湖国各党の反応

LED利用､カメラ機能ロック

スマホ･携帯の盗撮防止

LED利用､カメラ ロック

回
唖

|｢課題解決へ安定布陣」

|｢なぜ今?民意と矛盾」

自公

轌
需
纈
勧
雛
躍
迩

究
セ
ン
タ
ー
長
を
座
長
に
選
出

し
た
。
県
は
、
県
職
員
が
事
故

時
に
活
用
す
る
初
動
対
応
マ
ニ

ュ
ア
ル
、
緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
実
施
要
領
、
広
域
避
難
実
施

要
領
の
Ｓ
骨
子
案
を
説
明
。
各

県
の
原
発
事
故
対
策
に
つ
い
て

意
見
を
述
べ
る
委
員
ら
（
大
津

市
・
県
庁
）

野党 取
り
付
け
、
こ
の
光
を
ス
マ
ホ
が
受
け
る
と
、
が
切
れ
な
い
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
現
在

カ
メ
ラ
機
能
を
立
ち
上
げ
て
も
シ
ャ
ッ
タ
ー
は
光
の
認
識
に
最
低
５
秒
か
か
り
、
精
度
の

立
命
館
大
グ
ル
ー
プ
が
シ
ス
テ
ム
開
発

ｌ
’

的
自
衛
権
の
行
使
容
認
の
閣
議
決
定
な
ど
で
、

支
持
率
が
低
下
し
た
こ
と
に
対
処
す
る
た
め
に

内
閣
改
造
を
行
っ
た
と
し
か
思
え
な
い
」
と
批

判
。
「
地
方
に
対
す
る
配
慮
も
感
じ
ら
れ
な
い
」

と
し
、
女
性
活
躍
担
当
相
の
新
設
に
つ
い
て
も

「
ど
ん
な
政
策
を
行
う
の
か
が
見
え
な
い
」
と

指
摘
し
た
。

日
本
維
新
の
会
県
総
支
部
の
岩
永
裕
員
代
表

は
「
問
題
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
の
に
内
閣
を

驚
溌
鯛
韻
鯛
鵠
除
謹
聴
一

安
を
感
じ
る
」
と
述
べ
、
「
消
費
増
税
や
原
発
一

再
稼
働
な
ど
で
実
の
あ
る
議
論
を
行
い
、
国
民
一

に
説
明
す
べ
き
」
と
求
め
た
。

み
ん
な
の
党
滋
賀
の
蔦
田
恵
子
代
表
は
「
留

任
や
ベ
テ
ラ
ン
が
多
く
安
定
し
た
内
閣
だ
が
、

な
ぜ
今
改
造
す
る
の
か
分
か
ら
な
い
。
女
性
登

用
は
人
数
で
は
な
く
、
仕
事
ぶ
り
で
評
価
す
べ

き
。
新
閣
僚
が
地
方
再
生
や
、
議
員
と
公
務
員
》

の
身
を
切
る
行
財
政
改
革
に
ど
う
取
り
組
む
の
一

か
注
目
し
た
い
」
と
話
し
た
。

共
産
党
県
委
の
奥
谷
和
美
委
員
長
は
「
安
倍

政
権
は
集
団
的
自
衛
権
や
原
発
、
消
費
税
な
ど
一

の
問
題
で
民
意
を
踏
み
に
じ
っ
て
き
た
。
内
閣

改
造
で
は
中
心
的
人
物
が
残
り
、
政
権
の
暴
走

に
異
を
唱
え
る
者
も
い
な
い
。
国
民
と
の
矛
盾

が
さ
ら
に
深
ま
る
」
と
強
調
し
た
。

社
民
党
県
連
の
小
坂
淑
子
代
表
は
「
国
民
は

内
閣
改
造
を
求
め
て
い
な
い
。
集
団
的
自
衛
権

熱
噸
唖
撫
》
灘
匿
蝿
蝋
》
瀞
一

問
う
べ
き
だ
」
と
語
気
を
強
め
た
。

（
吉
岡
宏
、
八
幡
一
男
、
石
田
真
由
美
）

画
そ
の
も
の
の
見
直
し
も
必

塞
「
妊
婦
と
未
就
学
児
、
小

中
高
校
生
を
優
先
的
に
避
難
さ

た
嶢
蕊
鯏
熊
翻
罷
壺
鑑
潔
一

進
め
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

警
察
庁
の
統
計
に
よ
る
と
、
２
０
１
２
年

に
盗
撮
で
検
挙
し
た
約
２
４
０
０
件
の
う
一

ち
、
ス
マ
ホ
と
携
帯
電
話
の
使
用
は
約
１
５
－

０
０
件
で
全
体
の
６
割
超
を
占
め
る
。
ス
マ
言

ホ
な
ど
に
は
盗
撮
防
止
た
め
に
撮
影
す
る
と
一
二

音
が
出
る
仕
組
み
が
あ
る
が
、
音
を
消
す
ソ
ー
ニ

フ
ト
も
あ
り
十
分
に
効
果
を
上
げ
て
い
な
一
ご

い
。
↑
｜

（
松
尾
浩
道
）
一
一

一

つ
○

向
上
な
ど
実
用
化
に
向
け
課
題
が
あ
る
と
い

一

国
体
優
勝
目
指
し
一

選
手
育
成
強
化
へ

県
ス
ポ
ー
ツ
審
答
申

滋
賀
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議

会
（
会
長
・
坂
井
田
稔
滋
賀
病

院
整
形
外
科
主
任
部
長
）
は
３

日
、
「
県
競
技
力
向
上
基
本
計

務
事
務
所
は
、
大
津
市
打
出
浜

の
国
有
地
を
保
育
所
用
地
と
し

て
貸
す
定
期
借
地
契
約
を
社
会

こ
う
鄙
く
か
い

福
祉
法
人
江
育
会
（
同
市
）
と

こ
の
ほ
ど
結
ん
だ
。
国
が
進
め

る
待
機
児
童
解
消
策
の
一
環

で
、
国
有
地
の
保
育
所
活
用
は

近
畿
で
は
初
め
て
。
来
年
４
月

に
開
園
す
る
。

国
有
地
は
旧
近
畿
農
政
局
滋

賀
農
政
事
務
所
の
跡
地
で
１
２

４
４
．
８
平
方
燭
。
事
務
所
移

転
で
空
き
地
と
な
り
、
財
務
省

せ
る
べ
き
」
「
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
見
直
し
や
他
府
県
と
の
情
報

交
換
に
は
専
門
職
の
育
成
が
必

蜑
な
ど
の
意
見
が
出
た
。

県
は
、
委
員
の
意
見
や
Ⅱ
月

に
長
浜
、
高
島
両
市
と
合
同
で

行
う
防
災
訓
練
の
結
果
を
反
映

さ
せ
、
三
つ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
・

要
領
を
哩
月
に
策
定
す
る
。

専
門
会
議
は
年
数
回
開
き
、

委
員
の
任
期
は
２
年
。
県
は
今
一

後
、
福
井
県
に
あ
る
原
発
の
再
一

稼
働
に
つ
い
て
対
応
を
協
議
す

る
際
な
ど
に
つ
い
て
も
意
見
を

求
め
る
。
（
八
幡
一
男
）
‐

大国有地に保育所
財
務
省
近
畿
財
務
局
大
津
財

津近畿初財務省貸し付け

け
、
保
育
所
整
備
に
向
け
屋
一

有
地
活
用
を
進
め
て
い
る
。
全

国
で
は
こ
れ
ま
で
に
関
東
や
卑

国
地
方
で
国
有
地
５
件
を
黛
）

付
晉
菫
騨
或
一

が
管
理
し
て
い
た
。
江
育
含

国
有
地
を
今
後
加
年
間
借
り
で

園
舎
な
ど
を
建
設
し
、
定
辱

２
０
人
の
保
育
所
「
（
仮
迩

な
ぎ
さ
保
育
園
」
を
開
園
す
蓮

財
務
省
は
、
安
倍
晋
一
薮
唖

が
昨
年
４
月
に
発
表
し
た
露

児
童
解
消
加
速
化
プ
ラ
ン
達

画
の
在
り
方
」
に
つ
い
て
の
答

申
書
を
県
教
育
委
員
会
の
河
原

恵
教
育
長
に
手
渡
し
た
。
県
雲

委
は
答
申
を
基
に
本
年
度
中
に

具
体
的
な
計
画
を
策
定
し
、
選

手
の
育
成
強
化
や
指
導
体
制
の

充
実
な
ど
を
図
る
。

答
申
は
、
選
手
を
と
り
ま
く

環
境
整
備
な
ど
課
題
を
指
摘
。

段
階
的
に
国
体
の
順
位
を
上
げ

て
皿
年
後
の
滋
賀
国
体
で
優
曙

す
る
こ
と
や
、
五
輪
な
ど
国
摩

大
会
に
湖
国
か
ら
鋤
人
以
上
の

選
手
を
輩
出
す
る
な
ど
の
日
錘

を
明
記
し
た
。
滋
賀
国
体
以
嘩
一

全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
競
技
水

準
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
も
盛
り

込
ん
で
い
る
。

河
原
教
育
長
は
「
答
申
に
基

づ
き
、
県
民
全
体
が
ス
ポ
ー
ツ

を
支
え
、
競
技
力
を
高
め
て
い

け
る
よ
う
な
計
画
を
ま
と
め
た

い
」
と
話
し
た
。

審
議
会
は
３
月
か
ら
４
回
の

会
合
を
開
き
、
答
申
内
容
を
ま

と
め
た
。
（
山
本
旭
逹

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ラ
イ
ブ

配
信
す
る
。
本
会
議
の
ラ
イ
ブ

彦
根
市
議
会
は
８
日
開
会
の

９
月
定
例
市
議
会
か
ら
本
会
琴

宗
蟄
肘
警
な
ど
依
癒

京
都
府
警
と
府
は
３
日
、
府

内
の
不
動
産
業
界
２
団
体
腰
寿

し
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ
販
売
店
と
一

分
か
っ
た
場
合
は
入
居
店
舗
と
一

本
会
議
ラ
イ
ブ
配
信

彦
根
吏
一

危
険
ド
ラ
ッ
グ
排
除

不
動
産
業
界
が
協
力

’
1

保育所用地として宣し付けられた国有地。
正面墨(さてチオつ認云iミー】し〈大こ癖1－ﾔIギrl-砧毒〉

’

富
士
入
山
料

唾
Ｆ

１
億
洲
万
円

山
梨
と
静
岡
、
試
算
下
回
る

山
梨
県
と
静
岡
県
は
３
日
、

今
年
か
ら
本
格
導
入
し
た
富
士

山
の
入
山
料
が
計
約
１
億
３
７

０
０
万
円
集
ま
っ
た
と
発
表
し

た
。
両
県
合
わ
せ
て
、
９
月
半

ば
ま
で
の
開
山
期
間
中
に
約
２

億
８
千
万
円
を
集
め
る
こ
と
を

見
込
ん
で
い
た
が
、
大
き
く
下

回
る
見
通
し
に
な
っ
た
。

山
梨
側
で
は
、
７
月
１
日
の

山
開
き
後
に
徴
収
を
蛤
ぬ
た
吉

が
溌
認
錐
雛
雛
諦

岩
手
県
山
田
町
か
ら
預
か
っ
た

東
日
本
大
慶
災
の
緊
急
雇
用
創
出

事
業
費
を
横
領
し
た
と
し
て
、
業

務
上
横
領
罪
に
問
わ
れ
た
北
海
道

旭
川
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
天
奮
り

ば
ぁ
ね
っ
と
。
」
（
破
産
手
続
き

中
）
元
代
表
理
事
の
知
人
、
井
上

ゆ
か
り
被
告
（
狐
）
と
母
幸
子
被

告
（
師
）
に
、
盛
岡
地
裁
は
３
日
、

そ
れ
ぞ
れ
懲
役
１
年
６
月
の
実
刑

判
決
を
言
い
渡
し
た
。
求
刑
は
そ

れ
ぞ
れ
懲
役
２
年
６
月
。

判
決
理
由
で
岡
田
健
彦
裁
判
官

は
「
横
領
し
た
の
は
被
災
者
の
生

活
再
建
の
た
め
の
蜜
金
２
人
の

行
動
は
身
勝
手
で
酌
垂
の
余
地
は

乏
し
い
」
と
指
摘
し
た
。

高
校
野
球
の
強
牽
校
と
し
て
知

ら
れ
る
神
村
学
園
高
（
鹿
児
島
県

い
ち
き
串
木
野
市
）
に
在
学
中
、

野
球
部
の
先
輩
だ
っ
た
男
性
（
鋤
）

Ｉ
大
阪
市
Ｉ
か
ら
暴
力
を
受
け
て

大
け
が
を
し
た
と
し
て
、
神
戸
市

の
男
性
（
岨
）
が
３
日
ま
で
に
、
先

輩
に
約
２
４
２
０
万
円
の
損
害
賠

償
な
ど
を
求
め
神
戸
地
裁
に
提
訴

し
た
。

訴
状
に
よ
る
と
、
１
年
だ
っ
た

２
０
１
２
年
２
月
ご
ろ
に
は
、
部

の
仕
事
が
遅
い
と
平
手
で
殴
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
年
３
月
３

日
に
は
室
内
練
習
場
に
呼
び
出
さ

れ
「
調
子
に
乗
る
な
」
な
ど
と
怒
鴫

ら
れ
左
顎
を
殴
ら
れ
た
。
衝
撃
で

よ
ろ
め
き
鉄
柱
に
左
顔
面
を
ぶ
つ

け
、
顎
な
ど
を
骨
折
し
た
。
重
傷

を
負
い
後
遺
症
も
あ
る
と
い
う
。

■
横
領
で
母
娘
に
実
刑
判
決

日
か
ら
３
日
後
以
降
に
配
信
す

る
。
ま
た
、
臨
時
議
会
の
本
会

議
も
ラ
イ
ブ
配
信
す
る
。

（
糸
井
則
次
）

定
例
市
議
会
か
ら
本
会
議
開
催

配
信
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
一

ら
「
市
議
今
置
を
ク
リ
ッ
ク
し
、

「
映
像
配
信
」
を
選
べ
ば
、
視

聴
で
き
る
。
録
画
映
像
も
９
月

た
め
官
民
一
体
で
供
給
源
の
遮

断
を
目
指
す
。

２
団
体
は
府
宅
地
建
物
取
引

業
協
会
（
京
都
市
上
京
ｇ
と

販
売
店
は
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
雑

居
ビ
ル
に
入
る
ケ
ー
ス
が
多
い

■
事
務
所
家
重
受
出
は
違
産

■
晃
輩
の
暴
力
で
重
遷

神
村
学
園
元
野
球
部
只
提
所

一一一＝一一
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費
約
二
十
二
万
円
を
だ
ま
し
取

費
約
二
十
二
万
円
を
だ
ま
し
取

拠
金
取
引
（
Ｆ
Ｘ
）
で
の
高
い

拠
金
取
引
（
Ｆ
Ｘ
）
で
の
高
い

島
三
県
警
の
合
同
捜
査
本
部
は

島
三
県
警
の
合
同
捜
査
本
部
は

北
海
道
警
と
宮
城
、

北
海
道
警
と
宮
城
、

を
集
め
た
と
さ
れ
る
事
件
で
、

を
集
め
た
と
さ
れ
る
事
件
で
、

運
用
益
を
う
た
い
、
巨
額
資
金

運
用
益
を
う
た
い
、
巨
額
資
金

三三っ
た
と
し
て
、

っ
た
と
し
て
、

昭和の飛騨で盛ん旋律作り自主性育む昭和の飛騨で盛ん旋律作り自主性育む
日
、
大
阪
府
の
男
性
か
ら
会

日
、
大
阪
府
の
男
性
か
ら
会

愛
知
県
半
田
市
の
半
田
裁
縫
女

学
校
時
代
、
学
徒
動
員
で
託
児
所

愛
知
県
半
田
市
の
半
田
裁
縫
女

学
校
時
代
、
学
徒
動
員
で
託
児
所

Ｆ
Ｘ
会
費
詐
取
容
疑

オ
ー
ル
・
イ
ン
元
専
務
ら
逮
捕

Ｆ
Ｘ
会
費
詐
取
容
疑

オ
ー
ル
・
イ
ン
元
専
務
ら
逮
捕

’
１
’
１

弓弓
音
楽
の
授
業
で
自
ら
旋
律
を
作
る
こ
と
で
自
主

性
を
高
め
よ
う
と
、
昭
和
四
十
年
代
に
岐
阜
県
内

の
複
数
の
小
学
校
が
取
り
入
れ
た
創
作
活
動
「
ふ

し
づ
く
り
」
が
、
教
育
学
の
専
門
家
の
注
目
を
集

め
て
い
る
。
当
時
、
飛
騨
市
古
川
町
の
古
川
小
が

特
に
熱
心
で
、
全
国
か
ら
年
間
三
千
人
も
が
視
察

に
訪
れ
た
。
専
門
家
ら
は
当
時
の
教
諭
や
体
験
者

か
ら
聞
き
取
り
調
査
を
進
め
、
ふ
し
づ
く
り
の
再

興
に
つ
な
げ
た
い
考
え
だ
。

（
飛
騨
通
信
部
６
島
将
之
）

音
楽
の
授
業
で
自
ら
旋
律
を
作
る
こ
と
で
自
主

性
を
高
め
よ
う
と
、
昭
和
四
十
年
代
に
岐
阜
県
内

の
複
数
の
小
学
校
が
取
り
入
れ
た
創
作
活
動
「
ふ

し
づ
く
り
」
が
、
教
育
学
の
専
門
家
の
注
目
を
集

め
て
い
る
。
当
時
、
飛
騨
市
古
川
町
の
古
川
小
が

特
に
熱
心
で
、
全
国
か
ら
年
間
三
千
人
も
が
視
察

に
訪
れ
た
。
専
門
家
ら
は
当
時
の
教
諭
や
体
験
者

か
ら
聞
き
取
り
調
査
を
進
め
、
ふ
し
づ
く
り
の
再

興
に
つ
な
げ
た
い
考
え
だ
。

（
飛
騨
通
信
部
６
島
将
之
）

詐
欺
容
疑
で
同

詐
欺
容
疑
で
同

ふ
し
づ
く

ふ
し
づ
く

岡
山
、
広

岡
山
、
広堕

掛
霜
呈

堕
掛
霜
呈

社
の
元
専
務
小
原
寛
也
容
疑
者

（
四
二
）
Ⅱ
神
戸
市
長
田
区
Ｉ
ら
三

人
を
逮
捕
し
た
。
二
○
’
○
年

十
一
月
か
ら
中
国
に
渡
航
中
と

み
ら
れ
る
社
長
森
克
彦
容
疑
者

（
答
）
の
逮
捕
状
も
既
に
取
っ
て

お
り
、
指
名
手
配
中
。

捜
査
本
部
な
ど
に
よ
る
と
、

同
社
は
二
○
○
七
年
ご
ろ
か
ら

Ｆ
Ｘ
へ
の
出
資
を
勧
誘
し
、
全

社
の
元
専
務
小
原
寛
也
容
疑
者

（
四
二
）
Ⅱ
神
戸
市
長
田
区
Ｉ
ら
三

人
を
逮
捕
し
た
。
二
○
’
○
年

十
一
月
か
ら
中
国
に
渡
航
中
と

み
ら
れ
る
社
長
森
克
彦
容
疑
者

（
答
）
の
逮
捕
状
も
既
に
取
っ
て

お
り
、
指
名
手
配
中
。

捜
査
本
部
な
ど
に
よ
る
と
、

同
社
は
二
○
○
七
年
ご
ろ
か
ら

Ｆ
Ｘ
へ
の
出
資
を
勧
誘
し
、
全

圖2014圖2014

1515

りり古
屋
の
鉄
道
教
習
所
で
講
習
を
受

け
て
鉄
道
業
務
に
携
わ
る
免
許
を

取
得
。
線
路
の
切
り
替
え
や
貨
物

の
切
り
離
し
な
ど
、
男
性
の
仕
事

を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

な
か
で
も
線
路
の
切
り
替
え

は
、
背
の
高
さ
ほ
ど
の
棒
を
全
身

１
１
戸
陣
』
陣
画
一
『
ず
一
『
玲
叩
庁
ｎ
国
Ｂ
．
』
卜
“

古
屋
の
鉄
道
教
習
所
で
講
習
を
受

け
て
鉄
道
業
務
に
携
わ
る
免
許
を

取
得
。
線
路
の
切
り
替
え
や
貨
物

の
切
り
離
し
な
ど
、
男
性
の
仕
事

を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

な
か
で
も
線
路
の
切
り
替
え

は
、
背
の
高
さ
ほ
ど
の
棒
を
全
身

「ふしづくり」の音楽授業が行われた当時
の古ハ|小の映像を見る広島大名誉教授の吉

富功修さんらら＝岐阜県高山市国府町で

「ふしづくり」の音楽授業が行われた当時
の古ハ|小の映像を見る広島大名誉教授の吉

富功修さんらら＝岐阜県高山市国府町で 」
」
」
」

国
の
約
二
万
七
千
人
の
会
員
か

ら
会
費
や
出
資
金
な
ど
約
三
百

三
十
七
億
円
の
資
金
を
集
め
た

と
み
ら
れ
る
。
会
員
ら
に
は

「
月
に
別
％
の
利
益
が
出
る
」

な
ど
と
話
し
、
出
資
金
は
「
キ

プ
ロ
ス
の
電
子
マ
ネ
ー
会
社
を

通
じ
て
パ
ナ
マ
の
会
社
が
運
用

す
る
」
と
説
明
し
て
い
た
。
運

用
実
績
は
あ
っ
た
が
、
会
員
へ

の
支
払
い
が
滞
る
な
ど
し
、
元

会
舅
ら
に
よ
る
賠
償
を
求
め
る

裁
判
が
各
地
で
相
次
い
だ
。

逮
捕
容
疑
は
○
七
～
○
八

国
の
約
二
万
七
千
人
の
会
員
か

ら
会
費
や
出
資
金
な
ど
約
三
百

三
十
七
億
円
の
資
金
を
集
め
た

と
み
ら
れ
る
。
会
員
ら
に
は

「
月
に
別
％
の
利
益
が
出
る
」

な
ど
と
話
し
、
出
資
金
は
「
キ

プ
ロ
ス
の
電
子
マ
ネ
ー
会
社
を

通
じ
て
パ
ナ
マ
の
会
社
が
運
用

す
る
」
と
説
明
し
て
い
た
。
運

用
実
績
は
あ
っ
た
が
、
会
員
へ

の
支
払
い
が
滞
る
な
ど
し
、
元

会
舅
ら
に
よ
る
賠
償
を
求
め
る

裁
判
が
各
地
で
相
次
い
だ
。

逮
捕
容
疑
は
○
七
～
○
八

ふ
し
づ
く
り
は
、
児
童
が
ペ

ア
や
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、
｜
人

が
数
小
節
の
旋
律
を
作
り
、
聴

き
合
っ
て
音
を
つ
な
ぎ
、
楽
曲

に
仕
上
げ
る
取
り
組
み
で
、
口

ず
さ
ん
だ
り
ハ
ー
モ
ニ
カ
で
奏

で
た
り
し
、
で
き
た
旋
律
を
五

線
譜
に
記
し
て
い
く
。
岐
阜
県

内
の
発
祥
で
、
県
教
委
が
一
九

六
二
（
昭
和
三
十
七
）
年
か
ら

お
ん
島

順
次
、
池
田
町
の
温
知
小
、
古

川
小
な
ど
を
研
究
校
に
指
定
し

た
。

指
定
の
二
年
間
が
過
ぎ
る

と
、
多
く
の
学
校
は
元
の
授
業

に
戻
っ
た
が
、
古
川
小
で
は
そ

の
後
も
続
け
ら
れ
た
。
苦
手
な

児
童
も
必
ず
参
加
し
、
得
意
な

子
が
指
導
役
に
。
活
発
な
授
業

の
成
功
例
と
し
て
注
目
さ
れ

た
。
視
察
の
バ
ス
が
押
し
寄
せ

る
様
子
は
「
古
川
詣
で
」
と
呼

ば
れ
、
学
校
で
は
毎
年
、
児
童

全
員
の
曲
集
も
作
っ
た
。

こ
れ
に
注
目
す
る
の
は
、
広

島
大
の
教
育
学
の
専
門
家
ら
。

か
つ
の
ぶ

吉
富
功
修
・
名
誉
教
授
（
七
○
）
は

当
時
、
視
察
に
訪
れ
て
衝
撃
を

ふ
し
づ
く
り
は
、
児
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が
ペ

ア
や
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、
｜
人

が
数
小
節
の
旋
律
を
作
り
、
聴
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を
つ
な
ぎ
、
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曲

に
仕
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ず
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だ
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ハ
ー
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ニ
カ
で
奏

で
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、
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き
た
旋
律
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五

線
譜
に
記
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く
。
岐
阜
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内
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発
祥
で
、
県
教
委
が
一
九

六
二
（
昭
和
三
十
七
）
年
か
ら

お
ん
島

順
次
、
池
田
町
の
温
知
小
、
古

川
小
な
ど
を
研
究
校
に
指
定
し

た
。

指
定
の
二
年
間
が
過
ぎ
る
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多
く
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授
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に
戻
っ
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の
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児
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参
加
し
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に
。
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授
業

の
成
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と
し
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注
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れ
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。
視
察
の
バ
ス
が
押
し
寄
せ

る
様
子
は
「
古
川
詣
で
」
と
呼

ば
れ
、
学
校
で
は
毎
年
、
児
童

全
員
の
曲
集
も
作
っ
た
。
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れ
に
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す
る
の
は
、
広

島
大
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教
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学
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専
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。
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つ
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ぶ

吉
富
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誉
教
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（
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は
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時
、
視
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に
訪
れ
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衝
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を

再
び
再
び
光光

数
少
な
い
女
性
駅
員
と
し
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働
い
た

当
時
の
石
川
さ
ん
Ⅱ
石
川
さ
ん
提
供

数
少
な
い
女
性
駅
員
と
し
て
働
い
た

当
時
の
石
川
さ
ん
Ⅱ
石
川
さ
ん
提
供

年
、
同
社
提
供
の
Ｆ
Ｘ
の
自
動

売
買
ソ
フ
ト
を
利
用
す
れ
ば
高

い
運
用
益
を
得
ら
れ
る
と
偽

り
、
大
阪
府
箕
面
市
の
男
性
会

員
（
四
○
）
か
ら
会
費
と
し
て
ソ
フ

ト
利
用
料
二
十
二
万
八
千
円
を

だ
ま
し
取
っ
た
と
さ
れ
る
。
捜

査
本
部
に
よ
る
と
、
ソ
フ
ト
は

実
在
し
な
か
っ
た
。

ほ
か
に
逮
捕
さ
れ
た
の
は
幹

部
会
員
ら
で
、
岡
山
市
北
区
、

会
社
役
曼
北
村
昌
夫
（
五
己
、
大

阪
市
平
野
区
、
警
備
員
田
野
善

章
酋
毫
の
両
容
疑
者
。
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同
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提
供
の
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自
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買
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フ
ト
を
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、
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、
警
備
員
田
野
善

章
酋
毫
の
両
容
疑
者
。

受
け
た
。
発
表
会
で
は
、
児
童
が

自
作
の
旋
律
で
童
話
な
ど
を
オ

ペ
ラ
風
に
仕
上
げ
、
打
楽
器
や

歌
で
巧
み
に
表
現
し
て
い
た
。

学
校
の
方
針
転
換
で
授
業
は

十
一
年
間
で
途
絶
え
、
資
料
は

十
分
に
残
さ
れ
な
か
っ
た
。
当

時
の
古
川
小
教
諭
で
映
像
な
ど

を
保
管
し
て
き
た
山
崎
俊
宏
さ

ん
穴
巴
Ⅱ
岐
阜
県
高
山
市
Ｉ
は

「
学
級
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
も
高
ま
り
、
い
じ
め
の
心
配

も
な
か
っ
た
」
と
音
楽
以
外
の

効
果
も
認
め
る
一
方
、
「
読
み

書
き
が
重
視
さ
れ
、
学
校
内
の

引
き
継
ぎ
の
問
題
も
あ
っ
て
消

え
た
」
と
残
念
が
る
。

吉
富
名
誉
教
授
と
と
も
に
研

究
す
る
広
島
大
大
学
院
の
三
村

真
弓
教
授
（
五
心
は
「
自
主
性
を

育
て
、
学
習
意
欲
を
高
め
る
要

素
の
す
べ
て
が
、
ふ
し
づ
く
り

に
は
あ
っ
た
」
と
価
値
の
見
直

し
を
訴
え
る
。

教
諭
が
個
人
的
に
授
業
で
試

み
る
例
は
今
も
各
地
に
あ
り
、

広
島
大
付
属
三
原
小
で
は
三
村

教
授
の
教
え
子
の
教
諭
が
今
年

か
ら
授
業
に
取
り
入
れ
た
。
三

村
教
授
は
「
当
時
と
同
じ
で
な

く
て
も
、
教
師
が
一
方
的
に
教

え
る
授
業
の
形
は
変
え
ら
れ
る

の
で
は
」
と
話
す
。
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は
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見
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個
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的
に
授
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で
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み
る
例
は
今
も
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あ
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三
原
小
で
は
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教
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の
教
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の
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が
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に
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。
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は
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と
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で
な
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も
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’’き
れ
ず
、
庭
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

未
来
へ
の
希
望
も
持
て
ず
、
国

の
た
め
に
必
死
で
働
い
た
若
者
が

死
ん
で
い
っ
た
の
が
戦
争
で
す
。

子
ど
も
や
孫
た
ち
に
は
同
じ
思
い

を
し
て
ほ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
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の
が
戦
争
で
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や
孫
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同
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思
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あ
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ん
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朝
日
コ
ラ
ム
中
止

池
上
氏
申
し
入
れ

一
転
、
き
ょ
う
掲
載
一

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
池
上
彰
氏
一

が
朝
日
新
聞
に
連
載
し
て
い
る
一

コ
ラ
ム
で
、
同
紙
に
よ
る
従
軍

慰
安
婦
報
道
の
検
証
記
事
を
取

り
上
げ
よ
う
と
し
て
掲
載
を
断

ら
れ
、
連
載
打
ち
切
り
を
申
し
一

入
れ
て
い
た
こ
と
が
、
池
上
氏

へ
の
取
材
で
分
か
っ
た
。
朝
日

新
聞
は
三
日
夜
、
｜
転
し
て
こ

の
コ
ラ
ム
を
四
日
付
朝
刊
に
掲

朝
日
コ
ラ
ム
中
止

池
上
氏
申
し
入
れ

一
転
、
き
ょ
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掲
載
一

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
池
上
彰
氏
一

が
朝
日
新
聞
に
連
載
し
て
い
る
一

コ
ラ
ム
で
、
同
紙
に
よ
る
従
軍

慰
安
婦
報
道
の
検
証
記
事
を
取

り
上
げ
よ
う
と
し
て
掲
載
を
断

ら
れ
、
連
載
打
ち
切
り
を
申
し
一

入
れ
て
い
た
こ
と
が
、
池
上
氏

へ
の
取
材
で
分
か
っ
た
。
朝
日

新
聞
は
三
日
夜
、
｜
転
し
て
こ

の
コ
ラ
ム
を
四
日
付
朝
刊
に
掲

気
象
庁
専
門
家
会
合
一

気
象
庁
の
異
常
気
象
分
析
検

討
会
は
三
日
、
臨
時
会
を
開
き
、

多
数
の
犠
牲
者
が
出
た
広
島
市

の
土
砂
災
害
を
も
た
ら
す
な

ど
、
西
日
本
を
中
心
と
す
る
八

月
の
豪
雨
や
日
照
時
間
が
少
な

か
っ
た
気
象
状
況
に
つ
い
て
、

三
十
年
に
一
回
以
下
の
割
合
と

定
義
す
る
「
異
常
気
象
」
だ
っ

気
象
庁
専
門
家
会
合
一

気
象
庁
の
異
常
気
象
分
析
検

討
会
は
三
日
、
臨
時
会
を
開
き
、

多
数
の
犠
牲
者
が
出
た
広
島
市

の
土
砂
災
害
を
も
た
ら
す
な

ど
、
西
日
本
を
中
心
と
す
る
八

月
の
豪
雨
や
日
照
時
間
が
少
な

か
っ
た
気
象
状
況
に
つ
い
て
、

三
十
年
に
一
回
以
下
の
割
合
と

定
義
す
る
「
異
常
気
象
」
だ
っ

発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
の

室
内
照
明
の
明
る
さ
を
わ
ず
か
に
変

化
さ
せ
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
オ
ン
の
カ

メ
ラ
を
使
え
な
く
す
る
仕
組
み
を
開

発
し
た
と
、
立
命
館
大
（
京
都
市
）

の
グ
ル
ー
プ
が
三
日
、
発
表
し
た
。

ス
マ
ホ
の
普
及
で
急
速
に
増
加
し
て

い
る
電
車
内
な
ど
で
の
盗
撮
犯
罪
の

防
止
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
指
す
。

熊
木
武
志
講
師
（
電
子
情
報
工
学
）

ら
の
グ
ル
ー
プ
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に

流
れ
る
電
圧
を
周
期
的
に
変
化
さ
せ

る
装
置
を
組
み
込
み
、
五
秒
ご
と
に

約
５
％
明
る
さ
が
落
ち
る
よ
う
に
し

た
。
｜
方
で
、
光
の
強
弱
を
感
知
す
る

と
、
自
動
的
に
カ
メ
ラ
機
能
が
停
止

す
る
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を
開
発
し
た
。

｜
こ
の
照
明
だ
と
、
人
混
み
や
現
金

自
動
預
払
機
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
コ
ー
ナ
ー
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の
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（
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グ
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に

流
れ
る
電
圧
を
周
期
的
に
変
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せ

る
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を
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み
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、
五
秒
ご
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に
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が
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よ
う
に
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。
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で
、
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強
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を
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る

と
、
自
動
的
に
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が
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を
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集
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集

八
月
分
と
し
て
掲
載
予
定
だ
っ

た
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稿
で
、
同
紙
が
慰
安
婦
尋

八
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と
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掲
載
予
定
だ
っ

た
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稿
で
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が
慰
安
婦
尋

か
に
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

か
に
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

読日月読日月 載
す
る
と
発
表
し
た
。

載
す
る
と
発
表
し
た
。

蝋

競
輪
の
場
外
車
券
売
り

置
を
め
ぐ
る
問
題
で
金
沢

を
八
月
に
辞
職
し
た
山
野

氏
（
五
二
）
は
二
一
日
、
市
内
で
記
壼

圧

競
輪
の
易
外
車
券
売
り
場
錘

塞
睦
恥
唇
壺
纈
暉
痙
峰
評
奉
一

五
、
六
両
日
掲
載
）
に
言
及
。

同
社
側
か
ら
「
掲
載
で
き
迄

五
、
六
両
日
掲
載
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言
及
。

同
社
側
か
ら
「
掲
載
で
き
迄

な
な
め
読
み
」

な
な
め
読
み
」

いい 日
を
含
む
各
紙
の
報
道
ぶ
り
を

日
を
含
む
各
紙
の
報
道
ぶ
り
を

た
と
の
見
解
を
ま
と
め
た
。

会
長
の
木
本
昌
秀
・
東
京
大

大
気
海
洋
研
究
所
教
授
は
会
合

後
に
記
者
会
見
で
「
降
水
量
や

日
照
時
間
は
記
録
的
だ
っ
た

が
、
大
気
の
流
れ
は
見
た
こ
と

も
な
い
状
況
で
は
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
現
象
は
ま
た
起
こ
っ

て
も
お
か
し
く
な
い
」
と
説
明
。

た
と
の
見
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を
ま
と
め
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。
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長
の
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大

大
気
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日
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た
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気
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流
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。

こ
う
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現
象
は
ま
た
起
こ
っ

て
も
お
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し
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な
い
」
と
説
明
。

み
比
べ
、
内
容
を
論
評
し
て

る
。

池
上
氏
が
三
日
未
明
に
明
一
つ

み
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論
評
し
て

る
。

池
上
氏
が
三
日
未
明
に
明
一
つ

宝
二
）
は
三
日
、
市
内
で

前
金
沢
市
長
が

再
出
馬
を
表
明

前
金
沢
市
長
が

再
出
馬
を
表
明

コ
ラ
ム
は
「
池
上
彰
の
新
韻

な
め
読
み
」
・
池
上
氏
が
喜

一
回
、
テ
ー
マ
を
絞
っ
て
朝

コ
ラ
ム
は
「
池
上
彰
の
新
韻

な
め
読
み
」
・
池
上
氏
が
喜

一
回
、
テ
ー
マ
を
絞
っ
て
朝
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スマホ盗撮許さぬ照明スマホ盗撮許さぬ照明
立命大グﾙｰブ光の強弱でカメラ停止立命大グﾙｰブ光の強弱でカメラ停止

（
八
負

（
八
負

Ｉ
で
の
盗
撮
、
書
店
で
本
を
撮
影
す
る

「
デ
ジ
タ
ル
万
引
」
な
ど
が
防
げ

る
。
記
者
会
見
で
の
実
演
で
は
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
の
下
で
ス
マ
ホ
の
カ
メ
ラ

を
起
動
す
る
と
、
約
五
秒
で
「
警

告
」
を
示
す
画
面
に
変
わ
り
、
カ
メ

ラ
が
使
え
な
く
な
っ
た
。

こ
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
は
、
市
販
品
に

数
百
円
程
度
の
部
品
を
組
み
込
め
ば

作
れ
る
。
一
方
、
ス
マ
ホ
は
将
来
的

に
ア
プ
リ
で
は
な
く
、
光
の
強
弱
を

感
知
し
て
停
止
す
る
仕
組
み
を
搭
載

し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
。
追
加
の
一

経
費
は
ほ
と
ん
ど
か
か
ら
ず
、
今
と
一

ほ
ほ
同
じ
装
置
を
使
え
る
と
い
う
。
｜
｜

た
だ
、
直
射
日
光
な
ど
外
部
か
ら
の
一

光
が
強
い
と
う
ま
く
作
動
し
な
い
こ
一

と
や
、
カ
メ
ラ
停
止
ま
で
に
時
間
が
一

か
か
る
と
い
っ
た
課
題
も
あ
る
。
一

Ｉ
で
の
盗
撮
、
書
店
で
本
を
撮
影
す
る

「
デ
ジ
タ
ル
万
引
」
な
ど
が
防
げ

る
。
記
者
会
見
で
の
実
演
で
は
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
の
下
で
ス
マ
ホ
の
カ
メ
ラ

を
起
動
す
る
と
、
約
五
秒
で
「
警

告
」
を
示
す
画
面
に
変
わ
り
、
カ
メ

ラ
が
使
え
な
く
な
っ
た
。

こ
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
は
、
市
販
品
に

数
百
円
程
度
の
部
品
を
組
み
込
め
ば

作
れ
る
。
一
方
、
ス
マ
ホ
は
将
来
的

に
ア
プ
リ
で
は
な
く
、
光
の
強
弱
を

感
知
し
て
停
止
す
る
仕
組
み
を
搭
載

し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
。
追
加
の
一

経
費
は
ほ
と
ん
ど
か
か
ら
ず
、
今
と
一

ほ
ほ
同
じ
装
置
を
使
え
る
と
い
う
。
｜
｜

た
だ
、
直
射
日
光
な
ど
外
部
か
ら
の
一

光
が
強
い
と
う
ま
く
作
動
し
な
い
こ
一

と
や
、
カ
メ
ラ
停
止
ま
で
に
時
間
が
一

か
か
る
と
い
っ
た
課
題
も
あ
る
。
一
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II無
所
属
で
立
候
補
す
る
と
表

明
。
同
党
が
推
薦
す
る
。
こ
れ

ま
で
に
今
月
一
日
付
で
石
川
県

議
を
辞
職
し
た
下
沢
塵
冠
氏

（
五
三
が
出
馬
表
明
し
て
お
り
、

市
長
選
の
構
図
は
ほ
ぼ
固
ま
っ

た
。 無

所
属
で
立
候
補
す
る
と
表

明
。
同
党
が
推
薦
す
る
。
こ
れ

ま
で
に
今
月
一
日
付
で
石
川
県

議
を
辞
職
し
た
下
沢
塵
冠
氏

（
五
三
が
出
馬
表
明
し
て
お
り
、

市
長
選
の
構
図
は
ほ
ぼ
固
ま
っ

た
。

ラ
ッ
グ
問
題
を
取
り
上
げ
て
以

降
、
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

池
上
氏
は
「
こ
れ
ま
で
、
い

つ
も
自
由
に
書
か
せ
て
も
ら
っ

て
い
た
が
、
今
回
に
限
っ
て

「
掲
載
で
き
な
い
』
と
言
わ

れ
た
。
そ
れ
で
は
信
頼
関
係
が

弱
れ
る
と
考
え
、
打
ち
切
り

を
申
し
入
れ
た
」
と
し
て
い

る
。

ラ
ッ
グ
問
題
を
取
り
上
げ
て
以

降
、
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

池
上
氏
は
「
こ
れ
ま
で
、
い

つ
も
自
由
に
書
か
せ
て
も
ら
っ

て
い
た
が
、
今
回
に
限
っ
て

「
掲
載
で
き
な
い
』
と
言
わ

れ
た
。
そ
れ
で
は
信
頼
関
係
が

弱
れ
る
と
考
え
、
打
ち
切
り

を
申
し
入
れ
た
」
と
し
て
い

る
。

い
」
と
通
告
さ
れ
た
た
め
「
連

載
を
打
ち
切
っ
て
ほ
し
い
」
と

申
し
入
れ
た
と
い
う
。
コ
ラ
ム

は
八
月
一
日
付
紙
面
で
危
険
ド

い
」
と
通
告
さ
れ
た
た
め
「
連

載
を
打
ち
切
っ
て
ほ
し
い
」
と

申
し
入
れ
た
と
い
う
。
コ
ラ
ム

は
八
月
一
日
付
紙
面
で
危
険
ド

台
風
や
前
線
の
停
滞
に
よ
る

大
雨
が
続
い
た
こ
と
な
ど
に
は

「
長
期
的
に
は
既
に
地
球
温
暖

化
の
影
響
は
表
れ
て
お
り
、
こ

の
先
ま
す
ま
す
顕
著
に
な
る
だ

ろ
う
」
と
述
べ
た
。

熱
帯
域
で
は
通
常
、
雲
の
生

成
が
活
発
な
領
域
と
不
活
発
な

領
域
が
交
互
に
現
れ
る
大
気
の

変
動
パ
タ
ー
ン
の
「
季
節
内
振

動
」
が
あ
る
。
こ
の
影
響
も
あ

り
、
今
年
の
八
月
は
、
東
南
ア

ジ
ア
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
付
近
で
雲

台
風
や
前
線
の
停
滞
に
よ
る

大
雨
が
続
い
た
こ
と
な
ど
に
は

「
長
期
的
に
は
既
に
地
球
温
暖

化
の
影
響
は
表
れ
て
お
り
、
こ

の
先
ま
す
ま
す
顕
著
に
な
る
だ

ろ
う
」
と
述
べ
た
。

熱
帯
域
で
は
通
常
、
雲
の
生

成
が
活
発
な
領
域
と
不
活
発
な

領
域
が
交
互
に
現
れ
る
大
気
の

変
動
パ
タ
ー
ン
の
「
季
節
内
振

動
」
が
あ
る
。
こ
の
影
響
も
あ

り
、
今
年
の
八
月
は
、
東
南
ア

ジ
ア
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
付
近
で
雲

日
付
紙
面
で
危
険
ド
’

日
付
紙
面
で
危
険
ド
’

I

栃
木
震
度
５
弱

三
日
午
後
四
時
二
十
四
分
ご

ろ
、
栃
木
県
日
光
市
で
震
度
５

弱
の
地
震
が
あ
っ
た
。
震
源
地

は
栃
木
県
北
部
で
、
震
源
の
深

さ
は
約
七
キ
ロ
。
地
震
の
規
模
は

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
）
５
．
１

と
推
定
さ
れ
る
。
津
波
は
な
く
、

け
が
人
や
建
物
へ
の
被
害
な
ど

も
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
各
地

の
主
な
震
度
は
次
の
通
り
。

震
度
５
弱
Ⅱ
日
光
日
蔭
（
栃

木
）
▽
震
度
４
Ⅱ
桧
枝
岐
上
河

原
（
福
島
）
日
光
湯
元
、
日
光

市
役
所
、
那
須
塩
原
・
塩
原
庁

舎
（
栃
木
）

栃
木
震
度
５
弱

三
日
午
後
四
時
二
十
四
分
ご

ろ
、
栃
木
県
日
光
市
で
震
度
５

弱
の
地
震
が
あ
っ
た
。
震
源
地

は
栃
木
県
北
部
で
、
震
源
の
深

さ
は
約
七
キ
ロ
。
地
震
の
規
模
は

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
）
５
．
１

と
推
定
さ
れ
る
。
津
波
は
な
く
、

け
が
人
や
建
物
へ
の
被
害
な
ど

も
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
各
地

の
主
な
震
度
は
次
の
通
り
。

震
度
５
弱
Ⅱ
日
光
日
蔭
（
栃

木
）
▽
震
度
４
Ⅱ
桧
枝
岐
上
河

原
（
福
島
）
日
光
湯
元
、
日
光

市
役
所
、
那
須
塩
原
・
塩
原
庁

舎
（
栃
木
）

の
活
動
が
平
年
よ
り
不
活
発
だ

っ
た
。
こ
の
た
め
、
平
年
で
あ

れ
ば
雲
の
活
発
な
活
動
に
伴
っ

て
北
に
押
し
上
げ
ら
れ
る
は
ず

の
偏
西
風
の
押
し
上
げ
が
弱
く

な
り
、
日
本
付
近
で
は
南
寄
り

を
流
れ
た
。

偏
西
風
は
さ
ら
に
日
本
の
西

側
で
南
方
向
へ
、
東
側
で
北
方

向
へ
大
き
く
蛇
行
。
南
下
し
た

部
分
に
気
圧
の
谷
が
で
き
る
一

「
西
谷
」
と
呼
ば
れ
る
気
圧
配
一

置
と
な
り
、
日
本
付
近
に
暖
か

く
湿
っ
た
空
気
が
入
り
や
す
い

状
況
が
続
い
た
。

中
部
地
方
も
今
年
の
八
月
は

雨
が
多
く
、
日
照
時
間
が
短
か

っ
た
。
降
水
量
は
、
滋
賀
県
彦

根
市
で
平
年
の
三
・
九
倍
、
岐

阜
県
高
山
市
で
三
・
五
倍
、
福

井
市
で
二
・
七
倍
で
、
い
ず
れ

も
八
月
と
し
て
は
観
測
史
上
最

多
。
日
照
時
間
は
、
岐
阜
市
で
妃

％
、
長
野
県
飯
田
市
で
岨
％
、
一

滋
賀
県
彦
根
市
で
砲
％
に
と
ど
）

ま
り
、
い
ず
れ
も
八
月
と
し
て
一

は
観
測
史
上
最
短
だ
っ
た
。
’

の
活
動
が
平
年
よ
り
不
活
発
だ

っ
た
。
こ
の
た
め
、
平
年
で
あ

れ
ば
雲
の
活
発
な
活
動
に
伴
っ

て
北
に
押
し
上
げ
ら
れ
る
は
ず

の
偏
西
風
の
押
し
上
げ
が
弱
く

な
り
、
日
本
付
近
で
は
南
寄
り

を
流
れ
た
。

偏
西
風
は
さ
ら
に
日
本
の
西

側
で
南
方
向
へ
、
東
側
で
北
方

向
へ
大
き
く
蛇
行
。
南
下
し
た

部
分
に
気
圧
の
谷
が
で
き
る
一

「
西
谷
」
と
呼
ば
れ
る
気
圧
配
一

置
と
な
り
、
日
本
付
近
に
暖
か

く
湿
っ
た
空
気
が
入
り
や
す
い

状
況
が
続
い
た
。

中
部
地
方
も
今
年
の
八
月
は

雨
が
多
く
、
日
照
時
間
が
短
か

っ
た
。
降
水
量
は
、
滋
賀
県
彦

根
市
で
平
年
の
三
・
九
倍
、
岐

阜
県
高
山
市
で
三
・
五
倍
、
福

井
市
で
二
・
七
倍
で
、
い
ず
れ

も
八
月
と
し
て
は
観
測
史
上
最

多
。
日
照
時
間
は
、
岐
阜
市
で
妃

％
、
長
野
県
飯
田
市
で
岨
％
、
一

滋
賀
県
彦
根
市
で
砲
％
に
と
ど
）

ま
り
、
い
ず
れ
も
八
月
と
し
て
一

は
観
測
史
上
最
短
だ
っ
た
。
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被
災
地
再
び
強
い
雨

地
離
奉
師
弛
吐
砂
露
準
和
鐸
泌
一
柁
癖
却
狸
却
蛤
唖
蔚
轆
諦
諦
率

被
災
地
再
び
強
い
雨

地
離
奉
師
弛
吐
砂
露
準
和
鐸
泌
一
柁
癖
却
狸
却
蛤
唖
蔚
轆
諦
諦
率

｜
画
よ
ぎ
る
悪
夢
不
安
な
夜

｜
画
よ
ぎ
る
悪
夢
不
安
な
夜
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’週2
赤 ひ

な
ち
ゃ
ん
の
ｅ
常

ひ
な
ち
ゃ
ん
の
ｅ
常

皇
室
や
首
相
ら
要
人
が
外
国
訪
問
時
に

利
用
す
る
政
府
専
用
機
の
経
路
や
位
置
情

報
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
サ
イ
ト
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
高
機
能
携
帯
電
話
）

用
の
市
販
の
ア
プ
リ
（
応
用
ソ
フ
ト
）
で

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
表
示
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
３
日
、
分
か
っ
た
。

ア
プ
リ
の
名
称
は
「
フ
ラ
イ
ト
レ
ー
ダ

ー
別
」
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
企
業
が
提

供
し
て
い
る
。
空
中
衝
突
を
回
避
す
る
た

め
、
航
空
機
は
現
在
位
置
や
高
度
、
速
度

な
ど
を
示
す
「
Ａ
Ｄ
Ｓ
ｌ
Ｂ
」
と
い
う
信

号
を
発
信
し
て
い
る
が
、
ア
プ
リ
で
は
こ

皇
室
や
首
相
ら
要
人
が
外
国
訪
問
時
に

利
用
す
る
政
府
専
用
機
の
経
路
や
位
置
情

報
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
サ
イ
ト
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
高
機
能
携
帯
電
話
）

用
の
市
販
の
ア
プ
リ
（
応
用
ソ
フ
ト
）
で

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
表
示
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
３
日
、
分
か
っ
た
。

ア
プ
リ
の
名
称
は
「
フ
ラ
イ
ト
レ
ー
ダ

ー
別
」
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
企
業
が
提

供
し
て
い
る
。
空
中
衝
突
を
回
避
す
る
た

め
、
航
空
機
は
現
在
位
置
や
高
度
、
速
度

な
ど
を
示
す
「
Ａ
Ｄ
Ｓ
ｌ
Ｂ
」
と
い
う
信

号
を
発
信
し
て
い
る
が
、
ア
プ
リ
で
は
こ

雲
’’

政
府
専
用
機
経
路
ア
プ
リ
で
筒
抜
け

政
府
専
用
機
経
路
ア
プ
リ
で
筒
抜
け

唐少；

圭
吋
ひ
３
こ

圭
吋
ひ
３
こ

II

字
づ
字
づ

て
は
こ
ん
な

ふ
う
に
も

つ
か
え
る
こ
と

↑↑防衛省要請､非表示に防衛省要請､非表示に
ササ

の
信
号
を
探
知
し
、
航
空
機
の
便
名
や
写

真
、
進
路
や
高
度
な
ど
の
情
報
を
表
示
し

て
い
た
。

テ
ロ
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
政
府
は
、
政

府
専
用
機
の
飛
行
情
報
は
発
着
す
る
空
港

名
に
限
っ
て
い
る
が
、
ネ
ッ
ト
上
で
は
詳

細
な
情
報
が
筒
抜
け
だ
っ
た
こ
と
に
な

る
。

政
府
専
用
機
の
運
航
業
務
を
担
当
す
る

防
衛
省
は
８
月
上
旬
、
ア
プ
リ
の
提
供
会

社
に
専
用
機
の
情
報
を
公
開
し
な
い
よ
う

要
請
。
同
月
下
旬
、
情
報
が
非
表
示
に
な

っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

の
信
号
を
探
知
し
、
航
空
機
の
便
名
や
写

真
、
進
路
や
高
度
な
ど
の
情
報
を
表
示
し

て
い
た
。

テ
ロ
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
政
府
は
、
政

府
専
用
機
の
飛
行
情
報
は
発
着
す
る
空
港

名
に
限
っ
て
い
る
が
、
ネ
ッ
ト
上
で
は
詳

細
な
情
報
が
筒
抜
け
だ
っ
た
こ
と
に
な

る
。

政
府
専
用
機
の
運
航
業
務
を
担
当
す
る

防
衛
省
は
８
月
上
旬
、
ア
プ
リ
の
提
供
会

社
に
専
用
機
の
情
報
を
公
開
し
な
い
よ
う

要
請
。
同
月
下
旬
、
情
報
が
非
表
示
に
な

っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

部
一
発
生
か
ら
２
週
間
を
迎
え
た

一
広
島
市
の
土
砂
災
害
で
３
日
、

一
被
災
地
を
ま
た
、
雨
が
襲
っ

一
ゞ
た
。
市
の
災
害
対
策
本
部
は
住

一
…
鞘

二三＝=＝二三＝=＝

た
住
民
が
相
次
い
だ
。

不
安
な
夜

夛
一

ぶ
り
に
部
屋
を
掃
除
し
て
一
段

発
生
か
ら
２
週
間
を
迎
え
た
一
の
担
当
職
員
を
増
員
す
る
な
ど
落
し
た
と
こ
ろ
に
自
主
避
難
の

広
島
市
の
土
砂
災
害
で
３
日
、
一
の
対
応
に
追
わ
れ
た
。
呼
び
か
け
が
あ
り
、
怖
く
な
っ

被
災
地
を
ま
た
、
雨
が
襲
っ
一
同
日
夕
、
広
島
地
方
気
象
台
た
ｃ
せ
っ
か
く
帰
宅
で
き
た
の

註
馬
識
鑑
識
鯛
雌
潔
識
塞
溺
鵠
函
壌
嘩
蓑
念
一
と
肩
を
落
と
し

呂
拝
汽
匡
厚
鴎
己
‐
！
こ
‐
后
Ｅ
Ｒ
轌
匡
倒
置
Ｋ
‐
‐
匪
憧
ｕ
ｒ
Ｅ
ｒ
ｒ
ｉ
‐

台
は
大
雨
注
意
報
を
発
令
。
市

は
安
佐
南
、
安
佐
北
両
区
の
住

民
に
自
主
避
難
を
呼
び
か
け
る

な
ど
、
対
応
に
追
わ
れ
た
。

同
気
象
台
に
よ
る
と
、
被
災

地
を
含
む
広
島
県
南
部
で
４
日

台
は
大
雨
注
意
報
を
発
令
。
市

は
安
佐
南
、
安
佐
北
両
区
の
住

民
に
自
主
避
難
を
呼
び
か
け
る

な
ど
、
対
応
に
追
わ
れ
た
。

同
気
象
台
に
よ
る
と
、
被
災

地
を
含
む
広
島
県
南
部
で
４
日

立
命
館
大
理
工
学
部
の
熊
木

武
志
講
師
（
電
子
情
報
工
学
）

ら
の
グ
ル
ー
プ
は
３
日
、
発
光

ダ
イ
オ
ー
ド
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
照
明

に
よ
る
信
号
で
、
一
定
の
空
間

に
あ
る
ス
マ
ー
ト
フ
オ
ン
（
高

機
能
携
帯
電
話
）
の
カ
メ
ラ
機

能
を
制
御
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を

立
命
館
大
理
工
学
部
の
熊
木

武
志
講
師
（
電
子
情
報
工
学
）

ら
の
グ
ル
ー
プ
は
３
日
、
発
光

ダ
イ
オ
ー
ド
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
照
明

に
よ
る
信
号
で
、
一
定
の
空
間

に
あ
る
ス
マ
ー
ト
フ
オ
ン
（
高

機
能
携
帯
電
話
）
の
カ
メ
ラ
機

能
を
制
御
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を

歌
ネ
タ
王
に
手
賀
沼
さ
ん

替
え
歌
や
リ
ズ
ム
芸
な
ど
の
音
楽
を
交

え
た
笑
い
を
競
う
「
歌
ネ
タ
王
決
定
戦
２

０
１
４
」
の
決
勝
戦
が
３
日
、
大
阪
市
北

区
の
毎
日
放
送
で
行
わ
れ
、
お
笑
い
タ
レ

ン
ト
の
手
賀
沼
ジ
ュ
ン
さ
ん
（
弱
）
Ⅱ
写
真

Ⅱ
が
優
勝
、
賞
金
３
０
０
万
円
を
獲
得
し

た
。
手
賀
沼
さ
ん
は
ネ
パ
ー
ル
生
ま
れ
。

お
笑
い
グ
ル
ー
プ
「
Ｗ
Ａ
Ｇ
Ｅ
」
を
経
て

現
在
は
１
人
で
活
動
し
て
い
る
。
こ
の
日

歌
ネ
タ
王
に
手
賀
沼
さ
ん

替
え
歌
や
リ
ズ
ム
芸
な
ど
の
音
楽
を
交

え
た
笑
い
を
競
う
「
歌
ネ
タ
王
決
定
戦
２

０
１
４
」
の
決
勝
戦
が
３
日
、
大
阪
市
北

区
の
毎
日
放
送
で
行
わ
れ
、
お
笑
い
タ
レ

ン
ト
の
手
賀
沼
ジ
ュ
ン
さ
ん
（
弱
）
Ⅱ
写
真

Ⅱ
が
優
勝
、
賞
金
３
０
０
万
円
を
獲
得
し

た
。
手
賀
沼
さ
ん
は
ネ
パ
ー
ル
生
ま
れ
。

お
笑
い
グ
ル
ー
プ
「
Ｗ
Ａ
Ｇ
Ｅ
」
を
経
て

現
在
は
１
人
で
活
動
し
て
い
る
。
こ
の
日

ス
マ
ホ
盗
撮
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
防
ぐ

立
命
大
開
発
カ
メ
ラ
機
能
を
制
御

ス
マ
ホ
盗
撮
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
防
ぐ

立
命
大
開
発
カ
メ
ラ
機
能
を
制
御

駅し
なた
どシ
でス
のテ
盗ム
撮は
防世
止界
へ初
の で
活、

駅し
なた
どシ
でス
のテ
盗ム
撮は
防世
止界
へ初
の で
活、

た
住
民
が
相
次
い
だ
。

一
離
職

な

夜
ぶ
り
に
部
屋
を
掃
除
し
て
一
段

の
担
当
職
員
を
増
員
す
る
な
ど
落
し
た
と
こ
ろ
に
自
主
避
難
の

の
対
応
に
追
わ
れ
た
。
呼
び
か
け
が
あ
り
、
怖
く
な
っ

同
日
夕
、
広
島
地
方
気
象
台
た
。
せ
っ
か
く
帰
宅
で
き
た
の

が
被
災
地
を
含
む
県
南
部
に
大
に
、
残
念
‐
一
と
肩
を
落
と
し

雨
注
意
報
を
発
令
。
市
は
暗
く
た
。

，
匪
澗
里
犀
‐
｛
口
〉
‐
岸
‐
１
戸
し
、
ｒ
い
い
１
世
Ｈ
Ｌ
９
０
Ｌ
ｒ

午
後
６
時
ま
で
の
鯉
時
間
の
予

想
雨
量
は
、
多
い
と
こ
ろ
で
１

２
０
菫
蛎
雨
は
４
日
朝
に
い
っ

た
ん
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
る
が
、
夜

に
は
再
び
強
ま
る
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
。

午
後
６
時
ま
で
の
鯉
時
間
の
予

想
雨
量
は
、
多
い
と
こ
ろ
で
１

２
０
菫
蛎
雨
は
４
日
朝
に
い
っ

た
ん
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
る
が
、
夜

に
は
再
び
強
ま
る
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
。

用
が
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。

熊
木
講
師
ら
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
の
明
る
さ
を
人
間
が
感
知
で

き
な
い
程
度
に
変
化
さ
せ
る
装

置
と
、
光
の
強
弱
に
よ
る
信
号

を
読
み
取
っ
て
ス
マ
ホ
の
カ
メ

ラ
機
能
を
制
御
す
る
専
用
の
ア

プ
リ
を
開
発
し
た
。

こ
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
あ
る
場

用
が
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。

熊
木
講
師
ら
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
の
明
る
さ
を
人
間
が
感
知
で

き
な
い
程
度
に
変
化
さ
せ
る
装

置
と
、
光
の
強
弱
に
よ
る
信
号

を
読
み
取
っ
て
ス
マ
ホ
の
カ
メ

ラ
機
能
を
制
御
す
る
専
用
の
ア

プ
リ
を
開
発
し
た
。

こ
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
あ
る
場

開
発
し
た
と
発
表
し
た
。
こ
う

開
発
し
た
と
発
表
し
た
。
こ
う

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
（
右
上
）
の
明
る
さ
の
変
化

で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ
機
能
を
制

御
す
る
シ
ス
テ
ム
の
実
演
。
「
Ｗ
ａ
ｒ
ｎ

ｉ
ｎ
ｇ
」
と
警
告
す
る
文
字
が
画
面
に
表

示
さ
れ
た
Ⅱ
３
日
午
後
、
京
都
市

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
（
右
上
）
の
明
る
さ
の
変
化

で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ
機
能
を
制

御
す
る
シ
ス
テ
ム
の
実
演
。
「
Ｗ
ａ
ｒ
ｎ

ｉ
ｎ
ｇ
」
と
警
告
す
る
文
字
が
画
面
に
表

示
さ
れ
た
Ⅱ
３
日
午
後
、
京
都
市

は
得
意
の
回
文
ソ
ン
グ
で
審
査
員
か
ら
音
同
認
さ
れ
て
い
な
い
。
政
府
は
首
相
官
邸
の

い
評
価
を
得
た
。
「
ま
だ
実
感
が
わ
き
ま
》
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
に
情
報
連
絡
室
を
設

せ
ん
」
と
驚
い
た
様
子
だ
っ
た
。
．
一
置
し
た
。

は
得
意
の
回
文
ソ
ン
グ
で
審
査
員
か
ら
音
同
認
さ
れ
て
い
な
い
。
政
府
は
首
相
官
邸
の

い
評
価
を
得
た
。
「
ま
だ
実
感
が
わ
き
ま
》
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
に
情
報
連
絡
室
を
設

せ
ん
」
と
驚
い
た
様
子
だ
っ
た
。
．
一
置
し
た
。

一
方
、
広
島
県
は
３
日
、
今

回
の
災
害
で
被
害
が
大
き
か
っ

た
安
佐
南
区
の
八
木
、
緑
井
両

地
区
で
昨
年
度
実
施
し
た
警
戒

区
域
指
定
の
た
め
の
調
査
結
果

を
公
表
し
た
。

一
方
、
広
島
県
は
３
日
、
今

回
の
災
害
で
被
害
が
大
き
か
っ

た
安
佐
南
区
の
八
木
、
緑
井
両

地
区
で
昨
年
度
実
施
し
た
警
戒

区
域
指
定
の
た
め
の
調
査
結
果

を
公
表
し
た
。

所
で
専
用
ア
プ
リ
を
組
み
込
ん

だ
ス
マ
ホ
の
カ
メ
ラ
機
能
を
起

動
す
る
と
、
あ
ら
か
じ
め
プ
ロ

グ
ラ
ム
さ
れ
た
制
御
が
働
き
、

画
面
に
警
告
を
表
示
し
た
り
撮

影
で
き
な
く
な
っ
た
り
す
る
。

駅
構
内
や
商
業
施
設
な
ど
で

の
盗
撮
防
止
の
ほ
か
、
飲
食
店

な
ど
で
不
適
切
な
行
為
を
撮
影

し
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
投
稿
す
る

行
為
な
ど
へ
の
対
策
に
も
な
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

所
で
専
用
ア
プ
リ
を
組
み
込
ん

だ
ス
マ
ホ
の
カ
メ
ラ
機
能
を
起

動
す
る
と
、
あ
ら
か
じ
め
プ
ロ

グ
ラ
ム
さ
れ
た
制
御
が
働
き
、

画
面
に
警
告
を
表
示
し
た
り
撮

影
で
き
な
く
な
っ
た
り
す
る
。

駅
構
内
や
商
業
施
設
な
ど
で

の
盗
撮
防
止
の
ほ
か
、
飲
食
店

な
ど
で
不
適
切
な
行
為
を
撮
影

し
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
投
稿
す
る

行
為
な
ど
へ
の
対
策
に
も
な
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ス
マ
ホ
の
カ
メ
ラ
機
能
を
制
御
し
て

盗
撮
を
防
止
す
る
シ
ス
テ
ム

ス
マ
ホ
の
カ
メ
ラ
機
能
を
制
御
し
て

盗
撮
を
防
止
す
る
シ
ス
テ
ム

３
日
午
後
４
時
別
分
ご
ろ
、
栃
木
県
日

光
市
で
震
度
５
弱
の
地
震
が
あ
っ
た
。
震

源
地
は
栃
木
県
北
部
で
震
源
の
深
さ
は
約

７
キ
ロ
。
地
震
の
規
模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

（
Ｍ
）
５
．
１
と
推
定
さ
れ
る
。
津
波
は
な

く
、
け
が
人
や
建
物
へ
の
被
害
な
ど
も
確

３
日
午
後
４
時
別
分
ご
ろ
、
栃
木
県
日

光
市
で
震
度
５
弱
の
地
震
が
あ
っ
た
。
震

源
地
は
栃
木
県
北
部
で
震
源
の
深
さ
は
約

７
キ
ロ
。
地
震
の
規
模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

（
Ｍ
）
５
．
１
と
推
定
さ
れ
る
。
津
波
は
な

く
、
け
が
人
や
建
物
へ
の
被
害
な
ど
も
確

栃
木
．
日
光
で
震
度
５
弱

栃
木
．
日
光
で
震
度
５
弱

安
佐
南
区
の
自
宅
が
断
永

し
、
市
立
梅
林
小
で
避
難
生
活

を
続
け
て
い
る
中
川
信
恵
さ
ん

（
門
）
は
雨
が
降
り
出
し
た
昼

頃
、
家
の
様
子
の
確
認
に
い
っ

た
。
「
今
の
と
こ
ろ
、
家
は
大

丈
夫
だ
っ
た
が
夜
の
雨
で
ど
う

な
る
か
』
と
話
し
た
《
‐

安
佐
南
区
で
行
方
不
明
に
遮

っ
て
い
る
賢
人
の
捜
索
を
泌
曉

間
態
勢
で
続
け
て
い
る
警
察
や

安
佐
南
区
の
自
宅
が
断
永

し
、
市
立
梅
林
小
で
避
難
生
活

を
続
け
て
い
る
中
川
信
恵
さ
ん

（
門
）
は
雨
が
降
り
出
し
た
昼

頃
、
家
の
様
子
の
確
認
に
い
っ

た
。
「
今
の
と
こ
ろ
、
家
は
大

丈
夫
だ
っ
た
が
夜
の
雨
で
ど
う

な
る
か
』
と
話
し
た
《
‐

安
佐
南
区
で
行
方
不
明
に
遮

っ
て
い
る
賢
人
の
捜
索
を
泌
曉

間
態
勢
で
続
け
て
い
る
警
察
や

１
３
０
カ
所
が
警
戒
区
域
に

あ
た
り
、
う
ち
１
２
３
カ
所
は

住
民
に
危
険
が
生
じ
る
と
さ
れ

る
特
別
警
戒
区
域
に
該
当
し
て

い
た
。 １

３
０
カ
所
が
警
戒
区
域
に

あ
た
り
、
う
ち
１
２
３
カ
所
は

住
民
に
危
険
が
生
じ
る
と
さ
れ

る
特
別
警
戒
区
域
に
該
当
し
て

い
た
。 現

段
階
で
は
室
内
で
の
利
用

を
想
定
し
て
お
り
、
強
い
太
陽

光
が
入
る
と
作
動
し
な
い
な
ど

の
課
題
が
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
は

技
術
の
向
上
に
取
り
組
む
。

熊
木
講
師
は
「
シ
ス
テ
ム
が

実
用
化
で
き
れ
ば
、
大
が
か
り

な
設
備
を
使
わ
ず
に
低
コ
ス
ト

で
、
特
定
の
場
所
で
カ
メ
ラ
機

能
を
使
え
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
可
能
だ
」
と
話
し
て
い
る
。

現
段
階
で
は
室
内
で
の
利
用

を
想
定
し
て
お
り
、
強
い
太
陽

光
が
入
る
と
作
動
し
な
い
な
ど

の
課
題
が
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
は

技
術
の
向
上
に
取
り
組
む
。

熊
木
講
師
は
「
シ
ス
テ
ム
が

実
用
化
で
き
れ
ば
、
大
が
か
り

な
設
備
を
使
わ
ず
に
低
コ
ス
ト

で
、
特
定
の
場
所
で
カ
メ
ラ
機

能
を
使
え
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
可
能
だ
」
と
話
し
て
い
る
。

将
来
的
に
は
、
通
信
関
連
企

業
と
連
携
し
て
出
荷
前
の
ス
マ

ホ
に
盗
撮
防
止
ア
プ
リ
を
組
み

込
む
ほ
か
、
信
号
を
発
信
す
る

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
普
及
を
進
め
た

将
来
的
に
は
、
通
信
関
連
企

業
と
連
携
し
て
出
荷
前
の
ス
マ

ホ
に
盗
撮
防
止
ア
プ
リ
を
組
み

込
む
ほ
か
、
信
号
を
発
信
す
る

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
普
及
を
進
め
た

い
と
し
て
い
る

い
と
し
て
い
る

（
３
面
に
関
連
記
事
）

（
３
面
に
関
連
記
事
）

II

’’錨した山梨県警の対応をめぐり、日本弁護士；勧告した。家族は、身体的特徴の違いなどから；の検証のため鑑定書の謄写を求めていた。しか

連合会は3日､山本さんの家族らが求めていた#遺体が山本さんではないと主張｡県警力這体の;し､県警が閲覧しか認めず家族らが日弁連に｜DNA型鑑定書の謄写を認めるよう、警察庁に1鑑定試料を使い切ったとしており、家族は鑑定;人権救済を申し立てていた。

;勧告した。家族は、身体的特徴の違いなどから；の検証のため鑑定書の謄写を求めていた。しか
;遺体が山本さんではないと主張。県警力這体の；し、県警が閲覧しか認めず、家族らが日弁連に
I鑑定試料を使い切ったとしており、家族は鑑定;人権救済を申し立てていた。
‐

Zの縫実をもとに、犠定矢澤毒

失蹉当時(20ノーと、碗59年に

った身元不明遺体を同一人物と

?の繧実をもとに、犠定矢澤毒

失践当時(20ノーと、碗59年に

った身元不明遺体を同一人物と

識した山梨県警のヌ堀をめぐり、日本弁護士
連合会は3日、山本さんの家族らが求めていた

DNA型鑑定書の謄写を認めるよう、警察庁に

－ －＝ 三二 ,1 －－←~二一一.一一----
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識:みずなみカントリー倶楽部(岐阜県瑞浪市）
主催●株式会社アルペン
テレピ放送テレビ東京系列9/6(土)･7<日)16:00～17:15(予定)eに7(日）7(日）

秋のNEWモデル続々登場!!秋のNEWモデル続々登場!！得1I
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期間限定
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■
ｌ
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》
畢
一

雌
蕊

入会当日に醜
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毎 日新聞25F＝13版2014年(平成26年)9月5日(金） 【新聞定価1カ月4,037円(本体価格3,738円十消費税299円)】1部

に
１
９
６
０
～
、
年
代
に
一
る
な
ど
の
規
制
権
限
を
行

卜

同
裁
が
統
一
判
断
へ
蕊
蕊
篝
瀧

噸
一
一
一

ス
Ｉ

被
害
を
巡
る
最
高
裁
判
断
一
方
、
国
側
は
「
排
気

ア

装
置
設
置
な
ど
に
よ
る
危

訴
訟
２
件
で
弁
論
来
月
９
日
判
決
誠
蟻
静
態
灘
馨
籠

南泉
大
阪
府
南
部
の
泉
南
地
康
被
害
の
損
害
賠
償
を
国
（
白
木
舅
裁
判
長
）
は
４
－
責
任
の
有
無
を
巡
っ
て
２
地
域
の
大
規
模
調
査
結
果
で
は
規
制
は
で
き
な
か
つ

域
の
ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
に
求
め
た
集
団
訴
訟
の
第
日
、
原
告
、
被
告
双
方
の
審
判
断
が
分
か
れ
て
お
を
ま
と
め
た
記
年
の
時
点
た
。
規
制
し
な
か
っ
た
こ

工
場
で
働
い
た
元
従
業
員
１
陣
と
第
２
陣
の
上
告
審
意
見
を
聞
く
弁
論
を
開
い
り
へ
最
高
裁
が
統
一
判
断
で
石
綿
の
被
害
を
確
認
と
が
著
し
く
合
理
性
を
欠

ら
が
、
肺
が
ん
な
ど
の
健
で
、
最
高
裁
第
１
小
法
廷
た
。
２
件
の
訴
訟
は
国
の
を
示
す
見
通
し
。
判
決
は
し
、
規
制
の
必
要
性
を
認
く
と
ま
で
は
言
え
な
い
」

の
代

告
千

原
都

る
京
影

じ
東
撮

応
一
一
介

に
ら
之

材
Ｊ
真

取
前
武

、
手
屋

え
左
喜

終
く
、

を
ん
日

述
さ
４

陳
努
で

見
田
区

意
蓑
田 3歳男児の祖父乾7ア雫･ソテ君雷索毎林さ潜古、

(13635）

火
気

厳
替
不

’

l__

|｜

|’

＝

少a宝、
蓉 差

I 四

一
一
缶
一

心
一
芦！

犠牲になった畑中和希君の自宅で

撤去工事が進む中、祖父がじっと

見守っていた＝広島市安佐北区可

部崇で4日、立野将弘撮影
災害島広 砂士

ｊ１

雲
ｌ
～Ｉ

砂
に
巻
き
込
ま
れ
て
亡
く
の
男
性
に
よ
る
と
、
和
希

な
っ
た
。
両
親
も
被
災
し
君
は
久
し
ぶ
り
に
で
き
た

た
が
、
祖
父
の
自
宅
に
避
孫
で
、
祖
父
は
誰
よ
り
も

難
し
て
い
る
と
い
う
。
可
愛
が
っ
て
い
た
。

土
砂
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
祖
父
の
携
帯
電
話
に

た
家
は
跡
形
も
な
く
、
が
は
、
和
希
君
の
写
真
が
い

れ
き
や
倒
木
が
積
も
っ
た
く
つ
も
保
存
さ
れ
て
い

ま
ま
。
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
や
る
。
お
も
ち
ゃ
の
乗
り
物

ダ
ン
プ
が
ひ
っ
き
り
な
し
で
遊
ん
だ
り
、
あ
ど
け
な

に
往
来
す
る
の
を
、
祖
父
い
顔
で
笑
っ
た
り
。
ど
ん

は
涙
を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
見
な
時
に
も
ポ
ケ
ッ
ト
の
中

つ
め
た
。
家
の
前
の
道
路
に
大
事
に
し
ま
っ
て
い
る

l

i

」

百一．

;|mwII
’’

和
語
君
の
写
真
。
祖
父
の
携
帯
電
話
に

大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
る
Ⅱ
立
野
撮
影

一

画

が

菌
〕

ヨ
ヰ
コ
酢
〃

６
毛
一
一

。

Ｆ

，
Ｉ
丘
一
ｒ
４

Ｉ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
１
‐
１
１

■
ｒ
■
Ｉ
ｒ
ｒ
ｌ

肺
に
よ
る
息
切
れ
に
耐
え

な
が
ら
、
切
々
と
訴
え
た
。

蓑
田
さ
ん
は
肥
歳
か
ら

４
年
間
、
石
綿
工
場
に
勤

務
。
約
仙
年
後
の
健
康
診

断
で
肺
が
ん
、
石
綿
肺
と

診
断
さ
れ
、
２
０
０
６
年

に
右
肺
の
半
分
を
切
除
し

た
。
二
日
中
胸
が
圧
迫

感
で
苦
し
い
。
包
帯
を
胸

に
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
に
さ

れ
、
締
め
上
げ
ら
れ
た
よ

う
な
き
つ
さ
が
続
く
。
死

へ
の
不
安
が
頭
か
ら
離
れ

な
い
」
と
声
を
震
わ
せ
た
。

’’
1’

●

1

弁
護
団
に
よ
る
と
、
訴

訟
に
参
加
す
る
被
害
者
弱

人
の
う
ち
、
提
訴
後
に
昭

人
が
亡
く
な
っ
た
。
閉
廷

後
、
蓑
田
さ
ん
は
「
最
高

裁
に
は
僕
ら
国
民
の
側
に

立
っ
た
判
決
を
出
し
て
ほ

し
い
」
と
話
し
た
。

「
『
一
生
懸
命
仕
事
し

た
の
に
、
何
で
こ
ん
な
こ

と
に
な
っ
た
ん
や
』
・
主

人
は
悔
し
そ
う
に
言
い
ま

し
た
」
・
佐
藤
美
代
子
さ

ん
（
的
）
Ⅱ
大
阪
府
泉
南
市

Ⅱ
の
夫
、
健
一
さ
ん
は
明

年
、
弘
歳
で
死
去
。
美
代

子
さ
ん
が
訴
訟
を
引
き
継

い
だ
。
ま
だ
納
骨
し
て
い

な
い
と
い
い
、
意
見
陳
述

で
「
国
が
き
ち
ん
と
規
制

１
，
２
陣
の
２
件
の
訴

訟
で
は
、
１
審
・
大
阪
地

裁
が
い
ず
れ
も
国
の
責
任

を
認
め
た
が
、
２
審
・
大

阪
高
裁
で
は
１
陣
が
原
告

側
の
逆
転
敗
訴
、
２
陣
が

勝
訴
と
な
っ
た
。
２
件
の

高
裁
判
決
は
国
が
規
制
権

限
を
行
使
し
な
か
っ
た
こ

と
の
当
否
を
異
な
る
枠
組

み
で
判
断
し
て
お
り
、
小

法
廷
が
こ
の
点
に
つ
い
て

判
断
を
示
す
可
能
性
が
あ

る
。
【
川
名
壮
志
】

担
任
の
先
生
の
書
前
で
呼

ぶ
ほ
ど
だ
っ
た
。
夏
は
プ
｜

－
ル
で
遊
ぶ
の
も
好
き
だ
－

つ
た
。
た
だ
、
プ
ー
ル
の

前
に
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る

の
が
苦
手
で
、
水
を
怖
が

っ
て
よ
く
逃
げ
回
っ
て
い
一

た
と
い
う
。
そ
ん
な
姿
を

見
て
い
た
秋
津
副
園
長
は

「
大
雨
や
土
砂
は
怖
か
つ
一

た
だ
ろ
う
ね
。
苦
し
ん
で
一

い
な
か
っ
た
ら
い
い
け

ど
」
と
涙
を
浮
か
べ
た
。

幼
稚
園
で
は
先
月
鍋

日
、
和
希
君
の
遺
影
を
飾

り
、
全
園
児
と
職
員
約
２

０
０
人
が
お
別
れ
会
を
一

開
い
た
。
「
仏
様
の
国
に
一

行
っ
た
ん
だ
よ
。
見
守
っ
一

て
い
て
ね
」
・
園
児
ら
と
一

と
も
に
、
そ
う
祈
っ
た
と

い
う
。

【
立
野
将
弘
、
長
宗
拓
弥
】

|’し
て
い
た
ら
、
夫
は
今
夏言

蝿
｛
弛
完
の
盆
踊
り
の
）
江

州
音
頭
を
歌
っ
て
い
た
」

と
涙
な
が
ら
に
訴
え
た
。

原
告
団
共
同
代
表
で
父

を
昭
年
に
而
歳
で
失
っ
た

山
田
哲
也
さ
ん
（
卿
）
Ⅱ
岸

和
田
市
Ⅱ
も
「
家
族
の
命

が
な
ぜ
奪
わ
れ
な
け
れ
ば

い
け
な
か
っ
た
の
か
。
国

の
責
任
が
明
ら
か
に
な

り
、
原
告
全
員
が
救
済
さ

れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
」

と
訴
え
た
。
【
川
名
壮
志
】

乃
歳
運
転
の
車
が

阪
和
道
朽
キ
口
逆
走

物
損
事
故
３
件

４
日
午
後
２
時
皿
分
ご

龍
侭

ろ
、
大
阪
府
阪
南
市
山
中

謄渓
の
阪
和
道
下
り
線
で
、

大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
逆
走
し

て
き
た
軽
乗
用
車
と
接
触

し
た
。
車
は
和
歌
山
県
境

養
殖
は
大
き
な
打
撃
を
受
（
帥
）
は
一
被
災
者
の
今
の

け
た
が
、
そ
の
５
カ
局
後
気
持
ち
は
、
あ
の
頃
の
私

に
広
島
県
が
カ
キ
い
か
だ
た
ち
と
一
緒
だ
ろ
う
。
復

２
０
０
台
分
の
責
材
を
送
興
ま
で
諦
め
ず
に
頑
張
っ

広
島
市
の
土
砂
災
害

で
、
市
が
携
帯
電
話
会
社

と
契
約
し
、
避
難
勧
告
・

指
示
な
ど
の
情
報
を
対
象

地
域
の
住
民
の
携
帯
電
話

に
一
斉
に
伝
え
る
「
緊
急

速
報
メ
ー
ル
」
が
配
信
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が

４
日
、
市
へ
の
取
材
で
分

か
っ
た
。
市
は
未
配
信
の

理
由
や
事
実
関
係
を
検
証

す
る
と
し
て
い
る
。

避
難
勧
告
・
指
示
を
知

ら
せ
る
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー

’ 闘
蓄

二
■
■

緊
急
メ
ー
ル
未
配
信

避
難
勧
告
な
ど
広
島
市
検
証
へ

U

1

卜
、 －■〒

付
近
か
ら
少
な
く
と
も
約

晦
嵌
に
わ
た
り
逆
走
を
続

け
た
と
み
ら
れ
、
避
け
よ

う
と
し
た
乗
用
車
が
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
に
衝
突
す
る
な

ど
２
件
の
物
損
事
故
も
起

き
た
。
西
日
本
高
速
道
路

の
職
員
が
車
を
停
車
さ

せ
、
け
が
人
は
な
か
っ
た
。

大
阪
府
警
高
速
隊
は
、

軽
乗
用
車
を
運
転
し
て
い

た
自
営
業
の
男
性
（
祀
）
Ⅱ

大
阪
府
泉
南
市
Ⅱ
か
ら
道

交
法
違
反
容
疑
で
事
情
を

聴
い
て
い
る
。
府
密
に
よ

る
と
、
帰
宅
中
だ
っ
た
男

性
は
下
り
線
の
泉
南
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）

か
ら
降
り
る
予
定
だ
っ

た
。
男
性
は
「
通
り
過
ぎ

た
の
で
戻
ろ
う
と
し
た
」

と
説
明
。
軽
乗
用
車
は
車

線
上
で
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
と

い
う
。
【
三
上
健
太
郎
】

や
防
災
用
サ
イ
レ
ン
も
有

効
に
活
用
さ
れ
て
お
ら

ず
、
緊
急
債
報
を
住
民
に

伝
え
る
複
数
の
手
段
が
機

能
し
な
か
っ
た
実
態
が
浮

き
彫
り
に
な
っ
た
。

緊
急
速
報
メ
ー
ル
と
は

別
に
、
避
難
勧
告
な
ど
の

情
報
を
携
帯
電
話
や
パ
ソ

コ
ン
に
メ
ー
ル
で
送
る
事

前
登
録
制
の
市
の
防
災
情

報
配
信
シ
ス
テ
ム
の
登
録

者
が
急
増
し
て
い
る
こ
と

も
分
か
っ
た
。
７
月
末
か

◇
Ｌ
Ｅ
Ｄ
（
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
）
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
切
れ
な
く
な
る
。

照
明
か
ら
特
殊
な
信
号
を
出
す
こ
立
ち
読
み
で
本
を
無
断
で
撮
影
し

催
と
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
霞
た
り
、
薑
内
で
農
し
た
り
す

侭
無
鍵
難
翻
蕊
螺
難
癖
灘

日
ｗ
ｖ
◇
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
光
を
人
が
感
知
で
れ
る
が
、
「
す
べ
て
の
ス
マ
ホ
に

二
蕊
小
轤
鵡
惑
鯉
殖
難
蠅
発
鼈
騨
」
一
難

ホ
の
カ
メ
ラ
が
信
号
を
受
け
る
と
尽
？
【
野
口
由
紀
、
写
真
も
】

ｌ
ｌ
ｌ
‐
■
■
■
■
■
⑧
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
里

ら
の
約
１
カ
月
間
だ
け
で

約
３
０
０
０
人
が
新
た
に

登
録
し
た
。

｜
市
消
防
局
に
よ
る
と
、

緊
急
速
報
メ
ー
ル
は
携
帯

電
話
会
社
３
社
と
契
約
。

事
前
登
録
不
要
で
、
緊
急

地
震
速
報
と
同
様
に
自
動

的
に
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
働
き
、
勧
告
・
指
示
な
ど

の
檮
報
が
画
面
に
出
る
。

防
災
情
報
配
信
シ
ス
テ

ム
は
市
防
災
課
が
作
成
し

た
気
象
債
報
や
警
戒
情
報

を
利
用
者
が
選
択
し
て
受

け
取
る
仕
組
み
。
避
難
勧

告
・
指
示
や
特
別
警
報
は

全
員
に
配
信
さ
れ
る
。
利

韓
国
人
被
爆
者

慰
霊
碑
に
尽
力

姜
文
煕
さ
ん
蛎
歳
（
カ
ン

・
ム
ニ
Ⅱ
在
日
本
大
韓
民
国

民
団
広
島
県
地
方
本
部
原
爆

被
害
者
対
策
特
別
委
員
会
委

員
長
）
８
月
晦
日
、
老
衰
の

た
め
死
去
。
葬
儀
は
近
親
者

で
営
ん
だ
。
自
宅
は
広
島
市

南
区
宇
品
海
岸
１
の
皿
の

肥
。
喪
主
は
次
女
美
子
（
ミ

ジ
ヤ
）
さ
ん
。

１
９
１
９
年
、
現
在
の
韓

国
。
忠
清
南
道
出
身
。
羽
年

に
渡
日
し
、
蝿
年
、
広
島
市

の
軍
需
工
場
の
建
設
作
業
中

に
被
爆
し
た
。
終
戦
後
、
在

日
本
大
韓
民
国
居
留
民
団
広

島
県
本
部
（
当
時
）
に
入
団
。

旧
民
社
党
系
の
核
禁
会
議
と

協
力
し
て
在
韓
被
爆
者
支
援

活
動
に
尽
力
し
た
。
ｗ
年
に

原
爆
被
害
者
対
策
特
別
委
員

て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

【
吉
村
周
平
】

豪
振
替
０
０
９
７
０
．
９
ｉ
２
８
９
１
）
。

五
月
一
朗
さ
ん
蛎
歳
（
さ

つ
き
・
い
ち
ろ
う
八
本
名
・

岩
野
久
米
一
Ⅱ
い
わ
の
・
く

め
い
ち
Ｖ
浪
曲
師
）
４
日
、

死
去
。
葬
儀
は
近
親
者
の
み

で
営
む
。

日
本
浪
曲
協
会
相
談
役
。

窯
潔
融
宝

蕊
瀦
淵
堕
－

て
倒
艤
寵
蕊
割
一

は
「
住
民
の
不
安
が
募
っ

て
い
る
こ
と
の
表
れ
で
は

な
斗
唖
噛
蝿
腓
劉
然
一

生
前
の
８
月
加
日
午
前
１
｜

鑑
垂
稻
鄙
垂
挿
罐
酔
守
序
一

時
間
“
壽
庄
を
配
信
。
そ
の

後
、
土
砂
災
害
の
恐
れ
や

早
め
の
避
難
を
呼
び
掛
け

る
内
容
や
予
想
雨
量
な
ど

を
次
々
と
送
っ
て
い
た
。

◇

松
井
一
実
市
長
は
４
日
一

の
記
者
会
見
で
、
緊
急
連
一

報
メ
ー
ル
の
送
信
は
今
回

の
よ
う
な
局
所
的
な
災
害
一
一

で
は
な
く
、
広
域
災
害
が
一

前
提
で
あ
る
と
し
、
「
直

ち
に
問
題
が
あ
る
と
い
う

認
識
は
な
い
」
と
語
っ
た
。

会
発
足
と
と
も
に
委
員
長
に

就
任
。
鉗
年
に
日
本
政
府
に

対
し
て
出
し
た
在
韓
被
爆
者

の
賠
償
要
求
を
支
援
し
た
。

ま
た
、
平
和
記
念
公
園
（
広

島
市
）
の
韓
国
人
原
爆
犠
牲

者
慰
霊
碑
建
立
に
も
力
を
注

い
だ
。
２
０
０
５
年
ご
ろ
か

ら
体
調
を
崩
し
入
院
し
な
が

ら
も
、
車
椅
子
で
証
言
活
動

に
従
事
し
た
。
加
年
に
は
広

島
を
訪
れ
た
潅
墓
文
（
バ
ン

。
キ
ム
ン
）
国
連
事
務
総
長
と

面
会
す
る
な
ど
最
期
ま
で
民

団
の
顔
と
し
て
活
動
し
た
。

I－
’

kukky
長方形
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非
加
盟
な
が
ら
会
議
に
参
加

し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ポ
ロ
シ
ェ

ン
コ
大
統
領
と
の
共
同
記
者
会

見
で
、
ラ
ス
ム
セ
ン
事
務
総
長

は
「
ロ
シ
ア
の
度
重
な
る
国
際

ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
へ
の
対
応
な
ど
を
焦
点
に
英
南
西
部
ニ
ュ

ー
ポ
ー
ト
で
開
幕
し
た
北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
、
記

力
国
）
の
首
脳
会
議
で
４
日
、
ラ
ス
ム
セ
ン
事
務
総
長
は
ウ
ク

ラ
イ
ナ
軍
支
援
に
向
け
て
１
５
０
０
万
写
（
約
加
億
５
５
０
０

万
円
）
枠
の
基
金
を
加
盟
国
が
設
立
す
る
と
発
表
し
た
。
こ
の

ほ
か
加
盟
国
に
よ
る
医
療
、
財
政
支
援
も
約
束
し
た
。

「
オ
ダ
サ
ク
」
で
知
ら
れ
る
大
阪
出

身
遜
撰
灘
蕊

め
お
と
ぜ
ん
ざ
い

変
鐘
蕊
難
謎
痔

夛
／
」
る
。
織
田
自
身
も
上
方
落
語
と
ゆ
か

り
町
Ｉ
り
が
あ
り
、
関
係
者
は
話
芸
を
通
し

瓠
叩
た
調
製
轤
鷲
混
旅
鋤
唾

落
篭
塞
蓬
籠

落
ち
し
て
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
物

方
ソ
蕊
勤
諮
灘
諦
蜥
鯏
鮮
譲

オ
塗
篭
鑑
篭
艤

，
描
か
れ
た
大
阪
人
の
気
質
を
、
笑
い

で
表
現
し
て
い
き
た
い
と
い
う
。

原
作
に
は
戦
前
の
人
気
落
語
家
、

春
団
治
（
初
代
桂
舂
団
治
）
の
名
前
も

三

W
■■

ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
支
援
へ
基
金
医

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
首
鬘
議
刈
億
円
超
で
設
立

７
日
に
３
作
披
露

｜－ ’11日

■だらだら祭り

芝大神宮で21日まで続く。東京の夏祭

りを締めくくる。（東京都港区）
法
違
反
を
強
く
非
難
す
る
」
と

発
言
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
攻
撃

と
親
ロ
シ
ア
派
の
支
援
を
や
め

る
よ
う
求
め
た
。

ボ
ロ
シ
ェ
ン
コ
大
統
領
は
、

12日

■花巻まつり

風流山車の巡行が見もの。12台が華麗

さを競う。14日まで。（岩手県花巻市）
はこざきぐうほうじょうや

■筥崎宮の放牛会

博多の秋の風物詩。500を超える露店

が並ぶ。18日まで。（福岡市東区）

織田作之助＝高橋俊郎さ

ん(大阪文学振興会)提供

桂あやめさんら｢大阪人気質表現したい」L

I
出
て
く
る
。
フ
ァ
ン
で
つ
く
る
「
オ
ダ

み
つ
ね

サ
ク
倶
楽
部
」
代
表
の
井
村
身
恒
さ

ん
（
創
）
は
「
織
田
は
法
善
寺
の
寄
席

に
通
い
、
落
語
全
集
も
持
っ
て
い
た
。

作
品
を
う
ま
く
料
理
し
て
落
語
に
し

て
も
ら
え
る
と
、
若
い
人
た
ち
の
心

に
も
届
く
と
思
う
」
と
期
待
す
る
。
｜

酒
飲
み
の
男
が
主
人
公
の
「
社
楽
」
｜

（
妃
年
）
も
落
語
と
な
る
。
‐
落
語
一

（
弱
）
が
高
座
に
か
け
る
。
落
語
の
台

本
を
つ
く
っ
た
の
は
倶
楽
部
の
会
員

で
、
祖
父
が
織
田
の
姉
の
夫
の
兄
に

あ
た
る
兵
庫
県
芦
屋
市
の
シ
ナ
リ
オ

ラ
イ
タ
ー
吉
川
さ
ち
こ
さ
ん
（
別
）
。

と
び
う
め

ま
た
、
笑
福
亭
飛
梅
さ
ん
（
詔
）
の

「
節
約
合
戦
」
は
、
吉
川
さ
ん
が
“

年
の
同
名
作
品
を
現
代
の
大
阪
・
ミ

ナ
ミ
を
舞
台
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
。

叔
母
か
ら
織
田
の
思
い
出
話
を
聞

い
て
い
る
と
い
う
、
吉
川
さ
ん
は

「
オ
ダ
サ
ク
自
身
が
落
語
家
み
た
い

な
面
白
い
人
で
し
た
。
喜
ん
で
く
れ

は
っ
た
ら
、
と
思
っ
て
い
ま
す
」
・

午
後
５
時
か
ら
の
奉
納
落
語
会

で
。
如
月
沁
日
に
同
神
社
で
あ
る
第

１
回
織
田
作
ま
つ
り
で
も
披
露
さ
れ

る
。
（
篠
塚
健
一
）

冒
人
坊
達
さ
く
「
七
黒
挫
を
思
い
起

こ
さ
せ
る
戯
作
で
、
月
亭
童
部
さ
ん

５
日

ン
ス

議
に

も
期

述
べ

た
停

－
チ

て
い

の
ロ

４
日

す
る

る
こ

13日
に
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
首
都
ミ

ク
で
予
定
さ
れ
る
停
戦
協

つ
い
て
「
警
戒
し
な
が
ら

待
感
を
抱
い
て
い
る
」
と

た
。
親
ロ
シ
ア
派
が
示
し

戦
意
思
が
、
ロ
シ
ア
の
プ

ン
大
統
領
の
意
を
反
映
し

る
と
の
考
え
を
示
し
た
。

方
、
米
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス

ー
ズ
大
統
領
副
補
佐
官
は

の
会
見
で
、
ロ
シ
ア
に
対

追
加
制
裁
を
準
備
し
て
い

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ロ

口
宮
口
ロ
“
田
Ｔ
ｉ
ｒ
ｊ
ｎ
■
７

１

１
１

ｒ
ｏ

－

ｄ
■
ｊ
Ｉ
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
８
１
１
１

卜
。
１

１
ノ■かみのやま温泉全国かかし祭

「家族」をテーマに、約500体が勢ぞ

ろい。23日まで。（山形県上山市）
やち

■谷地どんがまつり

国の重要無形民俗文化財･谷地舞楽が
はやし

奉納される。15日には離子屋台9台が一

堂に会す る。 （山形県河北町）

■政宗公まつり
じよう

武者行列で約400年前の伊達政宗の上
らく

洛を再現。14日も。（宮城県大崎市）

■せともの祭

陶磁器の廉売市に約160店が並び、に

ぎわう。14日も。（愛知県瀬戸市）

△、

L"

__■■■■

桂あやめさん

５
日
の
東
京
外
国
為
替
市
場

の
円
相
場
は
、
一
時
１
ド
ル
Ⅱ
１

０
５
円
ｎ
銭
ま
で
円
安
が
進

み
、
２
０
０
８
年
ｍ
月
以
来
、

約
５
年
皿
力
月
ぶ
り
の
円
安
水

準
と
な
っ
た
。
欧
州
中
央
銀
行

（
Ｅ
Ｃ
Ｂ
）
の
追
加
利
下
げ
を

受
け
、
ユ
ー
ロ
が
売
ら
れ
て
ド

ル
が
買
わ
れ
た
海
外
市
場
の
流

れ
を
引
き
継
ぎ
、
円
と
の
関
係

で
も
ド
ル
買
い
が
優
勢
に
な
り

や
す
い
展
開
と
な
っ
て
い
る
。

正
午
時
点
で
は
、
４
日
午
後

５
時
よ
り
、
銘
銭
円
安
ド
ル
高

の
１
癖
ル
Ⅱ
１
０
５
円
錐
～
詔

銭
。
対
ユ
ー
ロ
で
は
同
１
円
的

銭
円
高
ユ
ー
ロ
安
の
１
写
Ⅱ
１

３
６
円
羽
～
型
銭
だ
っ
た
。

東
京
株
式
市
場
も
為
替
の
円

安
ド
ル
高
傾
向
や
前
日
の
欧
州

－
ズ
氏
は
「
ロ
シ
ア
が
事
態
を

エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
れ
ば
代
償

を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
述
べ
、
欧
州
諸
国
と
協
調
し

な
が
ら
タ
イ
ミ
ン
グ
を
判
断
す

る
と
話
し
た
。
追
加
制
裁
の
具

体
的
な
内
容
は
明
ら
か
に
し
な

か
っ
た
。

ロ
ー
ズ
氏
は
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
主
権
が
尊
重
さ
れ
る
形
で

スマホの盗撮
１
１
１
１
１
１
‐
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
ｊ
Ｉ
ｕ
Ⅱ
ｌ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
且
■

可

円
、
５
年
Ⅱ
力
月
ぶ
り
安
値

照明で阻む
立命大講師ら新システム

一
領
の
緊
張
緩
和
に
向
け
た
努
力

を
強
く
支
持
し
て
い
る
」
と
も

述
べ
、
停
戦
合
意
に
向
け
た
ロ

シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
交
渉

の
行
方
を
注
視
す
る
姿
勢
を
示

し
た
。
（
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
Ⅱ
大
島

隆
、
渡
辺
志
帆
）

株
の
値
上
が
り
を
受
け
、
日
経

平
均
株
価
が
一
時
、
１
０
０
円

超
値
上
が
り
し
た
が
、
そ
の
後

は
上
昇
幅
を
縮
め
て
い
る
。
午

前
の
終
値
は
、
前
日
よ
り
沁
円

訓
銭
（
０
．
Ⅳ
％
）
高
い
１
万

５
７
０
２
円
妃
銭
だ
っ
た
。

連
邦
地
裁
が
判
決

２
０
１
０
年
に
米
ル
イ
ジ
ア

ナ
州
沖
の
メ
キ
シ
コ
湾
で
原
油

掘
削
基
地
が
爆
発
、
大
量
の
原

油
が
流
出
し
た
事
故
を
め
ぐ
る

訴
訟
で
、
同
州
の
連
邦
地
裁
は

４
日
、
事
故
は
英
石
油
大
手
Ｂ

Ｐ
の
「
重
大
な
過
失
」
に
よ
っ

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
利
用
し
て
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
に

よ
る
盗
撮
を
防
ぐ
新
シ
ス
テ
ム

を
、
立
命
館
大
の
熊
木
武
志
講

師
（
電
子
情
報
工
学
）
ら
が
開

発
し
、
３
日
発
表
し
た
。
光
の

明
る
さ
を
変
え
て
信
号
に
し
、

内
蔵
カ
メ
ラ
が
感
知
す
る
と
撮

影
機
能
が
止
ま
る
。
専
用
ソ
フ

ト
を
ス
マ
ホ
に
入
れ
る
必
要
が

あ
る
が
、
公
共
施
設
や
書
店
、

企
業
な
ど
で
の
盗
撮
対
策
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。

ス
マ
ホ
は
使
い
勝
手
が
よ
く

の
外
交
的
解
決
は
可
能
だ
。
オ

バ
マ
大
統
領
や
欧
州
諸
国
の
指

導
者
は
、
ポ
ロ
シ
ェ
ン
コ
大
統

米
原
油
流
出
事
故

「
Ｂ
Ｐ
重
大
過
失
』

一
て
発
生
し
た
と
い
う
判
決
を
言

一
い
渡
し
た
。
米
メ
デ
ィ
ア
に
よ

主
る
と
、
判
決
が
確
定
す
れ
ば
Ｂ

Ｐ
は
水
質
汚
染
防
止
法
に
基
づ

い
て
最
大
で
１
８
０
億
ド
ル
（
約

１
兆
９
千
億
円
）
の
罰
金
を
言

一
即
醒
崖
浄
率
詞
華
誌
鋤
琵
る
。

一
訴
訟
は
、
米
政
府
な
ど
が
起

こ
し
て
い
た
。
判
決
は
事
故
の

責
任
の
師
％
は
Ｂ
Ｐ
に
あ
る
と

ゞ
算
定
し
た
。
掘
削
施
設
を
所
有

一
し
て
い
た
ス
イ
ス
の
ト
ラ
ン
ス

オ
ー
シ
ャ
ン
社
は
釦
％
、
施
設

で
工
事
を
請
け
負
っ
て
い
た
米

ハ
リ
パ
ー
ト
ン
社
は
３
％
の
責

任
が
あ
る
と
算
定
し
た
。
Ａ
Ｐ

通
信
に
よ
る
と
、
Ｂ
Ｐ
は
既
に

一
一
罰
金
で
“
憶
涜
ル
（
約
４
２
０
０

一
億
円
）
と
、
賠
騰
な
ど
で
２
７

０
億
が
（
約
２
兆
８
４
０
０
億

一
円
）
以
上
の
支
払
い
に
合
意
し

一
て
い
る
。
三
ユ
ー
ヨ
ー
ク
）

I

利
用
者
が
急
速
に
増
え
る
一
方

で
、
盗
撮
行
為
が
問
題
に
な
っ

て
い
る
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
音
を
鳴

ら
す
機
能
な
ど
が
あ
る
が
効
果

は
限
ら
れ
、
２
０
１
２
年
の
盗

撮
事
件
の
う
ち
、
３
割
を
ス
マ

ホ
を
使
っ
た
犯
行
が
占
め
た
。

熊
木
さ
ん
ら
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
に
明
る
さ
を
調
節
す
る
装
置

を
組
み
入
れ
、
光
の
信
号
で
ス

マ
ホ
を
制
御
す
る
手
法
に
着

目
。
ス
マ
ホ
の
カ
メ
ラ
を
起
動

さ
せ
る
と
信
号
を
感
知
す
る
専

用
ソ
フ
ト
を
開
発
し
た
。
明
る

さ
の
強
弱
を
数
％
ほ
ど
、
数
秒

の
周
期
で
変
え
、
撮
影
機
能
を

止
め
た
り
、
醤
告
の
文
字
を
表

示
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
に
成
功

し
て
い
る
。
現
段
階
で
は
、
人
の

目
で
感
じ
取
れ
る
ほ
ど
の
明
る

さ
の
変
化
が
必
要
で
、
強
い
光

が
入
る
と
う
ま
く
機
能
し
な
い

と
い
う
。
（
阿
部
彰
芳
）

慰
安
婦
問
題
で
菅
氏

菅
義
偉
官
房
長
官
は
５
日
午

前
の
記
者
会
見
で
、
日
本
政
府

に
対
し
て
元
慰
安
婦
へ
の
謝
罪

や
賠
騰
を
求
め
た
国
連
人
権

委
員
会
の
「
ク
マ
ラ
ス
ワ
ミ

「
強
制
連
行
示
す

客
観
資
料
な
い
」

■来る福招き猫まつり

縁起物の招き猫が全国から集結。大き

な招き猫をのせた山車もお目見えする。

2 9日まで。（三重県伊勢市）

■三二三二二]1日一一~言二二｜

■日本一の芋煮会フェスティバル

直径6海の大鍋で3万食分を調理。里
芋3トンを使う。（山形市）

一

一
Ｌ

一
睡

一
Ｇ

－
Ｔ
Ｌ

ｌ
－
Ｄ

府
知
事
、
大
阪
市
長
に

松
井
一
郎
大
阪
府
知
事
と
橋

三
下
徹
大
阪
市
長
は
５
日
午
前
、

大
阪
市
を
廃
止
し
て
特
別
区
に

再
編
す
る
大
阪
都
構
想
の
案
を

一
法
定
協
議
会
の
浅
田
均
会
長

（
大
阪
維
新
の
会
府
議
）
か
ら

受
け
取
っ
た
。
「
特
段
の
意
見

は
な
い
」
と
す
る
総
務
相
の
意

|_テジﾀﾙ朝日新闇
朝日新聞デジタルのコンテンツを紹介します

報
告
」
に
つ
い
て
、
「
そ
の
報
壼

告
書
の
一
部
が
、
先
般
、
朝
日

一

新
聞
が
取
り
消
し
た
記
事
の

内
容
に
影
響
蓬
受
け
て
い
る
こ

』
》
｜
》

さ
れ
て
い
な
い
と
思
う
」
と
述
一
畦

べ
た
。

一
函

報
告
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も

「
我
が
国
の
こ
の
問
題
に
対
す
（

る
基
本
的
立
場
や
取
り
組
み
を

踏
ま
え
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
》

て
は
遺
憾
に
思
っ
て
い
る
。
国

連
を
含
む
国
際
社
会
に
、
我
が
廻

国
の
立
場
を
こ
れ
か
ら
も
し
っ
産

か
り
説
明
し
て
い
き
た
い
」
と
一
犀

話
し
た
。

ク
マ
ラ
ス
ワ
ミ
氏
は
、
共
同
（

通
信
の
取
材
に
対
し
、
「
慰
安
幽

婦
た
ち
に
は
逃
げ
る
自
由
が
な
（

法
定
協
の
会
長

都
構
想
案
渡
す

『

『‘』、
l可

|',｢｡-
|豊、

I恩
手書き対応のデジタルノート
コクヨといえばCampusノート。デジタルノートも

売り出します。専用ペンで紙のノートに文字や図表を
書くと、手療きの内容がデータ化され、スマートフオ

ンなどに転送できます。どんな工夫があるのでしょう
今､屯の 鵬44－．ノノ4－～へ、へ2－ヘーノ公一公の

ソ

I，
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